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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
本
の
お
酒

美
味
い
ね
！アダムス NY 市長

日米文化交流応援

新潟の酒を注がれるアダムス NY 市長。右は NY 新潟県人会の大坪会長（９日夜、写真・三浦良一）

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
９
日

夕
、
森
美
樹
夫
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
・
大
使
主
催
の
天

皇
陛
下
63
歳
の
誕
生
日
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
電
撃
で
出
席

し
た
。
祝
辞
で
日
米
文
化
交

流
の
大
切
さ
を
ス
ピ
ー
チ
し

た
あ
と
﹁
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
﹂
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。　

　

招
待
客
に
は
事
前
に
市
長

来
訪
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
だ
け
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
出

席
を
歓
声
を
あ
げ
て
大
歓

迎
。
同
日
に
祝
い
酒
と
し
て

用
意
さ
れ
た
新
潟
県
産
の
日

本
酒
﹁
麒
麟
山
﹂
を
Ｎ
Ｙ
新

潟
県
人
会
会
長
の
大
坪
賢
次

さ
ん
の
案
内
で
口
に
し
、﹁
グ

レ
ー
ト
・
テ
イ
ス
ト
！
﹂
と

笑
顔
を
見
せ
る
一
幕
も
＝
写

真
＝
。
日
米
招
待
客
と
気
さ

く
に
会
話
す
る
場
面
や
、
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
ビ
デ
オ

を
見
る
時
間
も
あ
り
、
Ｎ
Ｙ

市
長
と
Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
と
の

距
離
が
一
気
に
縮
ま
っ
た
天

皇
誕
生
日
の
お
祝
い
と
な
っ

た
。　

︵
関
連
記
事
３
面
に
︶

　

今
月
８
日
か
ら
21
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
て
い
る

﹁
野
球
世
界
一
決
定
戦
﹂
と
も

言
わ
れ
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
︵W

orld 
B

aseball C
lassic

︶
を
Ｎ
Ｙ

在
住
の
日
本
人
を
中
心
に
、
心

を
ひ
と
つ
に
母
国
日
本
を
応
援
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
開
催

日
は
、
16
日
︵
木
︶
準
々
決
勝
＝

開
場
は
午
前
５
時
45
分
・
試
合
開

始
は
午
前
６
時
、
20
日
︵
月
︶
準

決
勝
＝
開
場
は
午
後
６
時
・
試
合

開
始
は
午
後
７
時
、21
日
︵
火
︶

決
勝
＝
開
場
は
午
後
６
時
・
試

合
開
始
は
午
後
７
時
︵
決
勝
進

出
が
決
定
し
た
場
合
︶。
会
場

はT
he Playw

right Irish 
Pub

︵
西
35
丁
目
27
番
地
、
五

番
街
と
６
番
街
の
間
︶。
入
場

料
は
ド
ア
チ
ャ
ー
ジ
制
で
、
16

日
が
30
ド
ル
︵
朝
食
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
食
べ
放
題
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
１
杯
込
み
︶、
20
日
と
21
日

は
20
ド
ル
︵
１
ド
リ
ン
ク
込

み
︶。
21
歳
未
満
も
入
場
可
能
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
応
援
イ
ベ
ン
ト

Ｎ
Ｙ
在
住
の
日
本
人

名
門
大
に
女
性
学
長
続
々

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
８
校
中
６
校

　

全
米
屈
指
の
女
子
大
で
あ
る

バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
︶
は
こ
の
ほ

ど
、
次
期
学
長
に
フ
ロ
リ
ダ
大

学
レ
ビ
ン
法
科
大
学
院
の
学
長

で
あ
る
ロ
ー
ラ
・
Ａ
・
ロ
ー
ゼ

ン
ベ
リ
ー
氏
を
選
ん
だ
と
発
表

し
た
。
７
月
１
に
就
任
す
る
。

　

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
リ
ー
氏
は
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
法
理
論
、雇
用
差
別
、

家
族
法
な
ど
を
教
え
て
い
た
。

２
０
１
５
年
に
レ
ビ
ン
法
科
大

学
院
で
は
初
と
な
る
女
性
の
学

長
に
就
任
し
た
。
バ
ー
ナ
ー

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
は
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
一
角
を
占
め
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
名
門
女
子
大
学
。

２
０
１
７
年
に
サ
イ
ア
ン
・
ベ

イ
ル
ロ
ッ
ク
氏︵
認
知
科
学
者
︶

が
同
大
学
初
の
女
性
学
長
と
し

て
就
任
し
た
。
今
回
、
ロ
ー
ゼ

ン
ベ
リ
ー
氏
が
決
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
２
期
続
け
て
の
女
性
学

長
と
な
る
。
ベ
イ
ル
ロ
ッ
ク
氏

は
今
度
は
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で

初
の
女
性
学
長
と
し
て
就
任
す

る
。

　

米
国
で
は
名
門
大
学
を
中
心

に
女
性
学
長
が
増
え
て
お
り
、

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
で
は
８
校
の

う
ち
６
校
が
女
性
学
長
と
な
っ

て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は

昨
年
12
月
、
女
性
学
長
と
し
て

２
人
目
と
な
る
ク
ロ
ー
デ
ィ

ン
・
ゲ
イ
氏
︵
政
治
学
者
︶
を

指
名
し
た
。
ゲ
イ
氏
は
親
が
ハ

イ
チ
系
移
民
で
、
同
大
初
の
黒

人
学
長
と
も
な
っ
た
。
な
お
ハ

ー
バ
ー
ド
大
は
２
０
０
７
年
に

早
く
も
同
大
初
の
女
性
学
長
、

ド
リ
ュ
ー
・
ギ
ル
ピ
ン
・
フ
ァ

ウ
ス
ト
氏
︵
歴
史
学
者
︶
を
誕

生
さ
せ
て
い
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
︵
Ｍ
Ｉ
Ｔ
︶

も
今
年
１
月
、
同
大
で
２
人
目

と
な
る
女
性
学
長
、
サ
リ
ー
・

コ
ー
ン
ブ
ル
ー
ス
氏
︵
細
胞
生

物
学
者
︶
が
就
任
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
は
今
年
１
月
、
次

期
学
長
に
同
大
初
の
女
性
学
長

と
な
る
ネ
マ
ト
・
シ
ャ
フ
ィ

ク
氏
︵
経
済
学
者
︶
を
選
ん

だ
。
７
月
に
就
任
す
る
。
ま
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
︵
Ｎ
Ｙ

Ｕ
︶
も
２
月
15
日
、
次
期
第
17

代
目
学
長
に
長
年
同
大
学
で

理
事
を
務
め
た
リ
ン
ダ
・
ミ

ル
ズ
氏
を
選
出
し
た
。
創
立

１
８
３
１
年
以
来
、
同
大
学
初

の
女
性
学
長
に
就
任
す
る
。
女

性
学
長
の
増
加
は
世
界
的
な
傾

向
だ
。　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶ 

https://nipponexpressusa.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://aantcinc.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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作
曲
家
の
意
思
を
聴
衆
と
共
に
表
現
す
る

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

　

神
戸
市
出
身
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
世
界
的
日
本
人
マ
リ

ン
バ
奏
者
、
名
倉
誠
人
が
４
月

15
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
、
フ

ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
の
ザ
・
チ
ャ

ー
チ
・
イ
ン
・
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
︵
ア

ス
キ
ャ
ン
街
50
番
地
︶
で
演
奏

す
る
。
当
日
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
バ
ー
バ
ラ
・
ポ
ド
ゥ
グ
ル
ス

キ
ー
と
デ
ュ
オ
の
た
め
の
委
嘱

作
品
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
コ
ン
ト

と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ッ
サ
ー
の

新
曲
な
ど
名
倉
の
た
め
に
書
か

れ
た
曲
と
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
名

倉
自
身
が
編
曲
し
た
曲
を
披
露

す
る
も
の
で
ソ
ロ
・
マ
リ
ン
バ

奏
者
・
名
倉
誠
人
の
特
性
を
活

か
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
。

　

こ
の
演
奏
会
は
２
０
０
０
年

に
設
立
さ
れ
た
ム
ジ
カ
・
レ
ジ

ネ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ
︵
Ｍ

Ｒ
Ｐ
︶
が
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
コ

ン
サ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
使
い
、

革
新
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と

世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹

介
す
る
た
め
２
０
２
２
年
か
ら

23
年
に
か
け
て
開
催
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ

リ
ー
ズ
の
一
環
。
名
倉
が
こ
の

シ
リ
ー
ズ
で
演
奏
す
る
の
は
４

回
目
２
年
ぶ
り
。

　

名
倉
は
、
こ
れ
ま
で
四
半
世

紀
に
わ
た
り
、
世
界
15
か
国
で

演
奏
活
動
を
し
て
き
て
お
り
、

米
国
で
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ワ

イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
・
ホ
ー
ル

や
ケ
ネ
デ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
活
動
に
加

え
、
Ｎ
Ｙ
室
内
管
弦
楽
団
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
室
内
管
弦
楽
団
な

ど
、
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

も
協
奏
曲
を
共
演
し
、
そ
の
活

動
は
全
米
41
州
に
わ
た
っ
て
い

る
。

　

教
育
活
動
に
も
情
熱
を
注

ぎ
、
世
界
各
地
の
大
学
を
は
じ

め
、
全
米
70
校
の
大
学
で
、
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
行
う
な
ど
精

力
的
に
活
動
し
、
小
・
中
・
高

等
学
校
を
訪
れ
、
多
く
の
子
供

達
の
た
め
に
演
奏
し
て
き
て
い

る
。
日
本
で
も
京
都
市
立
芸
術

大
学
で
は
６
年
間
に
わ
た
り
教

鞭
を
執
っ
た
経
験
が
あ
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
３
年
間
は

新
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
作
っ

た
り
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
た

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
も
リ
モ
ー
ト

が
多
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
対

面
で
の
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。﹁
演
奏
家
と
い
う
の

は
一
方
通
行
で
は
な
く
て
聴
衆

と
一
緒
に
音
楽
を
作
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
生
の
演
奏
会
の

醍
醐
味
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
﹂
と
話
す
。

　

小
学
校
３
年
生
の
時
に
マ
リ

ン
バ
の
音
に
出
会
っ
て
、
自
分

は
こ
れ
で
行
く
と
決
め
た
と
い

う
。
和
音
と
旋
律
を
同
時
に
演

奏
す
る
四
本
撥
奏
法
は
今
で
こ

そ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
が
、
当
時

は
ま
だ
革
新
的
。
そ
の
音
の
深

さ
と
リ
ズ
ム
の
響
き
に
魅
了
さ

れ
た
。
武
蔵
野
音
楽
大
学
、
英

国
王
立
音
楽
院
で
学
び
94
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

ヤ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ツ
国
際
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
、
マ
リ
ン
バ
奏
者
と
し
て

は
世
界
で
初
め
て
優
勝
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
デ

ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
を

行
い
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。

　

﹁
演
奏
家
と
い
う
の
は
、

作
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

自
分
が
ど
う
表
現
す
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
、
作
曲

家
の
意
思
を
ど
う
伝
え
る

か
、
表
現
す
る
か
、
そ
し

て
最
終
的
に
お
客
さ
ん
と

ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
く
わ
け
な
ん
で
す
。
伝

え
る
内
容
は
、
曲
に
よ
っ

て
か
な
り
違
う
の
で
、
音

出
す
だ
け
だ
っ
た
ら
誰
で

も
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、

楽
譜
に
書
か
れ
て
い
る
音

符
を
い
か
に
生
き
て
い
る

も
の
に
す
る
の
か
と
い
う

の
が
音
楽
家
で
あ
る
私
達

の
仕
事
な
ん
で
す
。
活
か

し
方
は
色
々
な
経
験
を
積

ま
な
い
と
自
分
の
声
と
し

て
生
き
た
も
の
に
な
ら
な

い
﹂
と
も
語
る
。

　

今
回
は
バ
ッ
ハ
の
曲
を

披
露
す
る
。﹁
バ
ッ
ハ
の

音
楽
は
、
特
定
の
楽
器
を

想
定
し
て
書
い
て
い
な

い
。
今
回
演
奏
す
る
曲
は

も
と
も
と
チ
ェ
ロ
を
演
奏

す
る
た
め
に
書
か
れ
た
曲

だ
が
、
楽
器
を
変
え
て
も

そ
の
音
楽
が
崩
れ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
バ

ッ
ハ
の
曲
は
堅
牢
に
で
き

て
い
る
ん
で
す
ね
。
バ
ッ

マリンバ奏者

名倉 誠人さん

https://www.eventbrite.com/e/dual-keyboards-with-internationally-acclaimed-marimbist-makoto-nakura-tickets-410525100627

ハ
が
生
き
て
い
た
頃
に
は
も
ち

ろ
ん
マ
リ
ン
バ
は
な
か
っ
た
の

で
、
自
分
の
曲
が
マ
リ
ン
バ
で

演
奏
さ
れ
る
な
ん
て
き
っ
と
夢

に
も
思
っ
て
な
い
で
し
ょ
う

ね
﹂
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
今
回

の
演
奏
会
で
は
、
日
本
の
作
曲

家
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
商
業
音

楽
も
手
が
け
る
川
辺
真
作
曲

の
﹁
エ
バ
グ
リ
ー
ン
﹂
も
演
奏

す
る
。﹁
キ
ン
肉
マ
ン
や
う
る

星
や
つ
ら
な
ど
の
ア
ニ
メ
主
題

歌
を
作
っ
た
川
辺
先
生
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
﹂
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
紹

介
し
た
。　

︵
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
は
本
人
提
供
︶

　
　
　
　
　
◇

　

演
奏
会
は
４
月
15
日
。
入
場

料
は
学
生
10
ド
ル
、
一
般
20
ド

ル
。
オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
は
下
記

の
リ
ン
ク
か
ら
。

tel:2019438003
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://kiku-ny.com
https://www.hondag.com
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2023/04/06/Masayo-Ishigure-Koto-Bass-Koto-and-Shamisen-0730PM
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.eventbrite.com/e/dual-keyboards-with-internationally-acclaimed-marimbist-makoto-nakura-tickets-410525100627
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天
皇
誕
生
日
祝
う

NY総領事・大使公邸で

アダムスNY市長が祝辞

　

天
皇
陛
下
は
２
月
23
日
、
63

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大
使

公
邸
で
は
３
月
９
日
夜
、
森
美

樹
夫
大
使
主
催
に
よ
る
天
皇
陛

下
誕
生
日
の
記
念
祝
賀
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。当
日
は
、

日
米
の
招
待
客
が
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
写
真
の
前
で
森
大
使
、

遠
藤
彰
首
席
総
領
事
に
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
は
、
経
済

人
枠
、
文
化
人
枠
と
前
後
時
間

を
ず
ら
し
て
３
０
０
人
近
い
招

待
客
が
あ
っ
た
が
、
今
年
は
感

染
対
策
の
一
環
か
ら
招
待
客
を

３
分
の
１
程
度
に
絞
り
こ
ん
で

１
回
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
来
場
し
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で
祝
辞
を
述

べ
た
。
市
長
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
の
年
次
晩
餐
会
に

出
席
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
、

日
系
３
団
体
主
催
の
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
に
顔
を
出
す
の
は
初
め

て
。
Ｎ
Ｙ
市
長
室
に
は
招
待
状

を
出
し
て
い
た
が
、
今
回
、
市

長
の
参
加
が
決
ま
っ
た
の
は
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
前
日
だ
っ
た
。

　

午
後
６
時
30
分
、
市
長
到
着

前
に
森
大
使
が
２
階
の
宴
会
場

前
の
ホ
ー
ル
で
天
皇
陛
下
の
誕

生
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
の
挨

拶
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

お
け
る
日
本
人
の
足
跡
と
歴
史

を
伝
え
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
充
実
化
、
５
月
13
日
に

開
催
２
回
目
と
な
る
今
年
の
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
意
義
、
日

系
社
会
か
ら
の
協
力
の
要
請
、

日
本
政
府
か
ら
叙
勲
さ
れ
た
タ

ケ
シ
・
フ
ル
モ
ト
さ
ん
や
、
同

日
午
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
で
在
外
公
館
長
表
彰

を
う
け
た
高
岡
英
則
北
米
三
菱

商
事
社
長
が
会
場
で
紹
介
さ
れ

た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
の

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
チ
ス
氏
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
長
期

化
と
激
化
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア

大
地
震
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
米

中
間
の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
、

世
界
を
と
り
ま
く
情
勢
の
中
で

日
米
関
係
の
重
要
性
が
今
ほ
ど

高
ま
っ
て
い
る
時
は
な
い
と
述

べ
た
。

　

午
後
７
時
過
ぎ
、
ア
ダ
ム
ス

市
長
一
行
が
大
使
公
邸
に
到

着
。
森
大
使
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

を
受
け
て
登
壇
し
た
ア
ダ
ム
ス

市
長
は
、
祝
辞
の
な
か
で
日
米

文
化
交
流
の
大
切
さ
、
東
京
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
軸
と
し
た
日

米
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
強
化
、
若

い
世
代
の
学
術
と
技
術
の
習
得

を
支
援
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が

ら
、
日
米
交
流
の
重
要
性
を
壇

上
か
ら
力
強
く
ス
ピ
ー
チ
し
、

最
後
に
﹁
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
﹂
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
る
と
大
き
な
歓

声
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
し

ば
し
日
米
招
待
客
と
も
気
さ
く

に
会
話
を
し
た
市
長
は
、
会
場

で
祝
い
の
酒
と
し
て
出
さ
れ
た

新
潟
県
産
の
日
本
酒﹁
麒
麟
山
﹂

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会

の
会
長
、
大
坪
賢
次
さ
ん
か
ら

勧
め
ら
れ
て
一
口
。﹁
ザ
ッ
ツ
・

グ
レ
ー
ト
﹂
と
美
味
し
さ
を
表

現
し
た
＝
１
面
に
写
真
＝
。

　

大
坪
会
長
に
よ
る
と
﹁
市
長

は
当
日
は
ま
だ
次
の
予
定
が
あ

る
た
め
酒
は
飲
ま
な
い
と
事
前

に
聞
い
て
い
た
が
、
飲
ん
だ
ら

美
味
し
い
美
味
し
い
っ
て
飲
ん

で
ま
し
た
ね
﹂
と
満
面
の
笑
顔

で
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
後
、
市
長
は
、
会
場
に

設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
、
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
ビ
デ
オ
動

画
を
見
な
が
ら
森
大
使
の
説
明

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
市
長
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
訪
問
で
同
夜
は
華

や
か
な
天
皇
誕
生
日
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

天皇陛下誕生日のお祝いの言葉を述べるアダムス NY 市長

天皇皇后両陛下の写真の前で招待客を迎える森大使（左）

レセプションで日本人招待客と歓談するアダムス市長

ジャパンパレードのビデオをアダムス市長に見せて説明する森大使

https://shopnyseikatsu.com/


2023 年（令和 5 年）3 月18 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(4)

 「週刊NY生活」

No. 905

2023年3月18日発行

 ニューヨーク生活プレス社
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

71 W. 47th St., Suite 1205
New York, N.Y. 10036

Tel: 212-213-6069
www.nyseikatsu.com

◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840 -6942 ■
ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■ 日 米 ソ ー シ ャ ル ・ サ ー ビ ス ( J A S
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウンセ
リングセンター＝(212)720-4560 ■
教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込み
寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人
教育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201 )405 -0888
■NY補習授業校＝(914)636 -3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555。

 公共サービス連絡先

国
際
女
性
デ
ー
討
論
会

ー
日
本
ク
ラ
ブ
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
共
済
ー

日
米
で
活
躍
の
６
人

海外から日本
どう見える？

261

 　
日
本
で
は
、
Ｚ
世
代
が
動
き

出
し
ま
し
た
。Ｚ
世
代
の
語
源
・

由
来
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
わ
っ

た
世
代
分
類
を
指
す
言
葉
で

す
。﹁
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
﹂

か
ら
来
て
ま
す
。﹁
１
９
９
０

年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
代

序
盤
生
ま
れ
の
世
代
﹂
を
指
す

こ
と
が
一
般
的
で
、
10
代
か
ら

20
代
後
半
で
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
デ
ジ
タ
ル

社
会
。
ワ
ー
プ
ロ
も
フ
ロ
ッ
ピ

ー
も
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。

ス
マ
ホ
が
当
た
り
前
。
検
索
は

得
意
。
そ
し
て
、﹁
あ
ま
り
お

金
を
使
わ
な
い
﹂﹁
お
金
を
持

っ
て
い
な
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い

た
彼
ら
が
お
金
を
使
い
出
し
ま

し
た
。
高
額
な
ブ
ラ
ン
ド
品
を

持
っ
た
り
、
そ
こ
そ
こ
高
級
な

ホ
テ
ル
や
旅
館
に
カ
ッ
プ
ル
で

泊
ま
っ
た
り
す
る
メ
ン
バ
ー
も

出
て
来
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
こ

の
夏
ア
メ
リ
カ
旅
行
す
る
メ
ン

バ
ー
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

彼
ら
は
な
ぜ
お
金
が
回
り
出

し
た
の
か
、
い
ろ
ん
な
意
見
が

あ
り
ま
す
。
意
外
と
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
な
ど
仮
想
通
貨
で
お
金
を

手
に
入
れ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
で
時
間
が
で
き

て
、
副
業
︵
複
業
︶
で
お
小
遣

い
が
増
え
た
人
も
い
ま
す
。
何

よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
じ
っ
と
し
て

い
た
の
で
、
お
金
が
貯
ま
っ
た

人
も
多
い
み
た
い
で
す
。

　

彼
ら
の
親
世
代
の
中
に
は
、

結
婚
が
遅
く
て
40
代
で
出
産
し

た
り
、
一
人
っ
子
も
少
な
く
な

い
で
す
。
そ
し
て
、
両
親
が
亡

く
な
っ
て
遺
産
が
入
っ
て
き
た

人
も
、
実
際
、
わ
た
し
の
周
囲

に
い
ま
す
。

　

お
金
の
手
に
入
れ
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
若
い
し
、
欲
し

い
も
の
や
行
き
た
い
所
、
や
り

た
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
世

代
で
す
。
そ
の
世
代
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
先
は
見

え
な
い
け
れ
ど
、
彼
ら
の
活
動

が
日
本
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
大

谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈

良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
動
き
出
し
た
Ｚ
世
代
﹂

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
９
日
、
高
岡
英
則
氏
に
対

す
る
在
外
公
館
長
表
彰
を
行
っ

た
。
高
岡
氏
は
、
２
０
２
０
年

6
月
に
北
米
三
菱
商
事
会
社
社

長
と
し
て
当
地
に
着
任
し
て
以

降
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ

Ｃ
フ
ァ
ン
ド
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
け
る
日
本
企
業
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
代
表
す
る
立
場

を
歴
任
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
日
米
間
の
人
の

往
来
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
当

地
の
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
声
を
と

り
ま
と
め
て
政
府
へ
の
要
望
書

を
提
出
す
る
な
ど
、
率
先
し

て
代
表
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
日
米
間
の
経
済
交
流

の
促
進
に
貢
献
し
た
。 

ま
た
、

２
０
２
０
年
12
月
に
発
足
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評
議

会
の
役
員
と
し
て
、
発
足
当
初

に
懸
念
さ
れ
て
い
た
会
の
財
政

基
盤
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
持
続
的
な
運
営
の
道
筋

を
つ
け
る
な
ど
尽
力
し
た
。

　

９
日
午
前
、
総
領
事
館
の
大

使
室
で
、
森
美
樹
夫
大
使
か
ら

賞
状
と
記
念
の
皿
を
受
け
取
っ

た
高
岡
氏
は
﹁
私
の
名
前
で
い

た
だ
い
た
表
彰
状
だ
が
、
他
社

の
同
輩
の
皆
様
の
協
力
と
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
て
の
表
彰
だ
と
思

っ
て
お
り
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
﹂
と
話
し
て
い
た
。
同
氏
は

Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
基
金
の
代
表

と
し
て
昨
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
を
行
っ
た
が
、
今
年
は
ト
ル

コ
大
地
震
へ
の
被
災
者
救
済
を

﹁
近
く
開
か
れ
る
会
議
で
検
討

し
た
い
﹂
と
述
べ
た
。

高
岡
氏
に
在
外
公
館
長
表
彰

企
業
の
立
場
か
ら
日
系
社
会
に
貢
献

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会(

Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
﹁
サ
ク
ラ
・
ヘ

ル
ス
フ
ェ
ア
﹂
を
４
月
８
日

︵
土
︶
か
ら
邦
人
医
療
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
︶
と
の
共
催
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
と
米
国
日

本
人
医
師
会
の
後
援
で
開
催

す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
Ｊ
Ａ

Ａ 

ホ
ー
ル
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
。﹁
桜
が
満
開
な
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
文
化
を
楽

し

み
、C

O
V

ID
-19

と

共

存

で
、
健
康
で
健
や
か
な
生
活
を

過
ご
す
た
め
に
は
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
す

べ
て
の
年
齢
層
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
揃
え

る
。
子
育
て
の
悩
み
相
談
室
か

ら
、
家
庭
で
で
き
る
日
本
語
教

育
、
親
子
あ
そ
び
、
蘇
生
術
な

ど
や
、
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
認
知
症
を
防
ぐ
の
９
つ
の

方
法
、
本
誌
連
載
中
の
旦
英
夫

さ
ん
の
米
語W

atch! 

、
日
本

で
は
や
っ
て
い
る
き
く
ち
体
操

ワ
ー
ク
っ
シ
ョ
ッ
プ
、
春
の
句

会
、
茶
道
、
書
道
、
太
極
拳
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
現
在
、
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
参
加
者
希
望
者

を
受
け
付
け
て
い
る
。
先
着
順

で
締
め
切
り
は
今
月
20
日
。
期

間
は
5
月
7
日
︵
日
︶
の
30

日
間
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場

︵
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
︶
を

中
心
に
開
催
。
参
加
費
無
料 

。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
：

JA
A

/

日

系

人

会
・

電

話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、 

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

　

会
場
に
は
、
デ
ィ
メ
イ
美

代
子
さ
ん
︵T

iffany &
 C

o. 
Japan Inc. 

前
代
表
取
締
役

社
長
︶
と
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

兼
務
し
た
大
塚
泰
子
さ
ん
︵
Ｉ

Ｂ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
︶、
現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア

教
育
大
学
院
に
留
学
中
の
﹁
ビ

リ
ギ
ャ
ル
﹂
本
人
の
小
林
さ
や

か
さ
ん
の
３
人
が
登
壇
。ま
た
、

渡
邊
裕
子
さ
ん
︵
Ｈ
Ｓ
Ｗ
ジ
ャ

パ
ン
共
同
経
営
者
、
株
式
会
社

サ
イ
ボ
ウ
ズ
社
外
取
締
役
︶、

小
巻
亜
矢
さ
ん
︵
株
式
会
社
サ

ン
リ
オ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役
社
長
︶
と
、
及
川

美
紀
さ
ん
︵
株
式
会
社
ポ
ー
ラ

代
表
取
締
役
社
長
︶
が
日
本
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
二
部
制
で
、
第

１
部
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生

き
抜
く
上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
多
様

性
の
観
点
か
ら
価
値
観
の
違
い

を
考
え
る
﹁
海
外
と
日
本
、
働

き
方
や
生
活
・
価
値
観
の
違

い
﹂
を
、
そ
し
て
第
２
部
で
は

日
本
が
変
わ
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
を
問
う
﹁
海
外
か
ら

見
た
﹃
日
本
が
再
成
長
す
る
た

め
に
﹄﹂
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
渡
邊
さ

ん
に
よ
る
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

生
き
残
る
た
め
の
10
の
法
則
﹂

が
紹
介
さ
れ
た
。﹁
以
心
伝
心

は
な
い
と
思
え
﹂﹁
必
要
と
あ

ら
ば
喧
嘩
す
る
こ
と
を
厭
わ
な

い
﹂﹁
他
人
と
違
う
こ
と
を
プ

ラ
ス
だ
と
考
え
る
﹂﹁
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
決
め
る
﹂な
ど
、

こ
の
法
則
を
も
と
に
各
パ
ネ
リ

ス
ト
が
意
見
を
述
べ
た
。

ニューヨークで生き残るための 10 の法則 渡邊さん

仕事に必要な４Ｃ ディメイさん

自己肯定できる教育環境を 小林さん

　

法
政
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

友
会
は
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
対

面
式
の
総
会
を
４
月
２
日︵
日
︶

に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、

サ
ー
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
９
３
４
番

地
︶
で
開
催
す
る
。

　

参
加
者
は
午
後
４
時
に
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
２
階
に
あ
る
ジ

ャ
ノ
メ
ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
﹁B

obinage

﹂
前
に
集

合
。
校
友
会
会
員
で
同
社
社
長

の
關
︵
せ
き
︶
さ
ん
に
よ
る

案
内
で
同
店
を
見
学
。
そ
の

あ
と
、
１
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁W
akuW

aku

﹂
に
移
動
し
、

総
会
を
行
う
。︵
時
間
の
あ
る

人
は
早
め
に
着
い
て
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
内
を
散
策
す
る
こ
と

も
可
能
︶

　

参
加
費
は
、
同
じ
く
校
友
会

会
員
で
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
社

長
の
好
田
さ
ん
か
ら
の
厚
意

で
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
・
飲
み
物
・
チ
ッ
プ
込
み
で

１
人
40
ド
ル
。
家
族
同
伴
の
参

加
も
歓
迎
。
参
加
希
望
者
は
３

月
26
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル

hoseiny
koy

ukai@
gm

ail.
com

ま
で
申
し
込
む
。
ま
た

同
校
友
会
で
は
新
規
会
員
も
募

集
し
て
お
り
、
入
会
希
望
者
も

Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
を
。

法政大学同窓会

４月２日に総会

森大使（左）から表彰を受ける高岡氏

　

日
本
ク
ラ
ブ
２
階
の
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
９
日
夕
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶

と
日
本
ク
ラ
ブ
共
催
﹁
国
際
女
性
デ
ー
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
︻
海
外
か
ら
日
本
は

ど
う
見
え
て
る
？
︼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
働
く
私
た
ち
の
視
点
﹂
と
題
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
５
月
に
広
島
で
Ｇ
７
が
開
催
さ
れ
る
日
本
は
、
Ｇ
７
の
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
最
下
位
、
唯
一
同
性
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
等
、﹁
多
様
性
﹂
に
対
す
る

理
解
・
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。
日
本
の
問
題
と
は
、
そ
し
て
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は

何
な
の
か
、
日
米
で
活
躍
す
る
女
性
パ
ネ
リ
ス
ト
６
人
が
登
場
し
た
。

サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
開
催

Ｊ
Ａ
Ａ
会
場
に
４
月
８
日
か
ら

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:hoseinykoyukai@gmail.com
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対
話
の
構
築
が
重
要 

小
巻
さ
ん

同
じ
考
え
持
つ
人
の
連
携
を 

及
川
さ
ん

〇
〇
す
る
べ
き
か
ら
の
脱
却 

大
塚
さ
ん

　

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
元
代
表
取
締
役
社
長
デ
ィ

メ
イ
さ
ん
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
の
価
値
を
評
価
す
る
４
Ｃ

に
な
ぞ
ら
え
て
仕
事
に
必
要

な

４

Ｃ

をcuriosity

︵

興

味

︶、courage

︵

勇

気

︶、

confidence

︵

自

信

︶

と

consideration

︵
思
い
や
り
︶

だ
と
表
現
。﹁
日
本
人
は
完
璧

を
求
め
過
ぎ
る
。
も
っ
と
褒
め

て
ご
褒
美
を
あ
げ
る
べ
き
﹂
と

話
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
﹁
自
信
の
な
さ

が
根
底
に
あ
り
、
日
本
人
の
す

ご
さ
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
思

う
。
自
分
の
親
や
周
囲
の
人
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
自

己
肯
定
す
る
思
考
パ
タ
ー
ン

G
row

th M
indset

︵
成
長
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
︶
の
教
育
環
境

が
日
本
の
子
供
た
ち
に
必
要
な

の
で
は
な
い
か
﹂
と
述
べ
た
。

　

小
巻
さ
ん
は
10
の
法
則
を
そ

の
通
り
と
思
い
な
が
ら
も
、
サ

ン
リ
オ
の
理
念
で
あ
る
﹃
み
ん

な
仲
良
く
﹄
を
挙
げ
て
﹁
衝
突

を
恐
れ
な
い
こ
と
は
日
本
で
も

重
要
だ
が
、
そ
の
先
に
あ
る
対

話
の
構
築
が
も
っ
と
重
要
だ
。

柔
軟
性
を
持
っ
て
女
性
な
ら
で

は
の
強
み
を
発
揮
し
て
生
き
て

い
け
る
と
良
い
な
と
思
う
﹂
と

し
た
。

　

日
本
に
一
時
帰
国
中
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
た
渡
邊
さ

ん
は
、
多
様
性
に
つ
い
て
﹁
日

本
も
﹃
出
る
杭
を
打
た
な
い
社

会
﹄
に
な
る
べ
き
。
そ
う
す
れ

ば
、
そ
の
人
の
持
つ
特
徴
を
生

か
せ
る
会
社
づ
く
り
も
で
き

る
﹂
と
述
べ
た
。

　

及
川
さ
ん
は
﹁
女
性
た
ち
が

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
６
日
の
１
０
１
０
ウ
ィ

ン
ズ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演

し
、
店
舗
オ
ー
ナ
ー
や
従
業
員

は
盗
難
防
止
の
た
め
に
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
た
ま
ま
の
客
の
入

店
を
禁
じ
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
、
特
に
屋
内

で
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
き
た

マ
ス
ク
だ
が
、
同
市
長
は
、
万

引
き
犯
や
窃
盗
犯
の
顔
が
認
証

で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。
同
市

長
は
店
舗
に
対
し
、
客
の
入
店

時
に
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
を
求

め
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
と
る

よ
う
協
力
を
求
め
た
。
入
店
後

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
も
問

題
は
な
い
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
に

よ
る
と
万
引
き
被
害
の
通
報

は
、
２
０
２
０
年
１
月
１
日
〜

９
月
12
日
で
２
万
件
強
だ
っ

た
の
が
、
21
年
の
同
時
期
で

は
26
万
件
、
13
倍
に
増
加
し
、

１
９
９
５
年
以
来
の
数
値
に
達

し
て
い
る
と
い
う
。
今
月
３
日

夜
に
は
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
の
デ
リ
で
、
レ
ジ
に
い

た
67
歳
の
男
性
が
強
盗
さ
れ
た

後
に
射
殺
さ
れ
た
。
犯
人
は
白

い
防
護
服
に
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
た
と
い
う
。
事
件
後
、
同

店
舗
外
で
会
見
を
行
っ
た
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
マ
ド
リ
ー
同
警
察
長

は
、店
の
従
業
員
に
対
す
る﹁
平

穏
と
安
全
の
印
﹂
と
し
て
マ
ス

ク
を
下
げ
る
よ
う
促
し
、
店
員

に
﹁
危
険
で
は
な
い
、
危
害
も

な
い
、
協
力
的
な
客
で
あ
る
﹂

こ
と
を
示
し
て
ほ
し
い
と
伝
え

た
。

入店時客に
マスク禁止
ＮＹで万引き防止策

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは
地域社会や世界への貢献のためさまざま
な活動しています。

■ カーネギーホールでの募金活動
 ボランティア募集

　3月29日（水）、30日（木）にカー
ネギーホールで開催される「ニュー
ヨーク合唱フェスティバル」（主催：
一般社団法人文化交流機構）におい
て、会場内で募金活動を一緒にしてく
れるボランティアを募集しています。
　同フェスティバルは日米交流、東日
本大地震復興、トルコ・シリア地震救
済を含む自然災害救済、復興支援及び
ウクライナ難民救済等を目的として行
われます。
　募金活動はコンサートのインター
ミッション時に行うので、コンサート
の鑑賞が可能。

【時間】19:00集合　21:30頃まで
＊都合の良い日にちだけの参加も歓迎
【問い合せ】Eメール：info@nyjalc.org

The New York
Japanese-American Lions Club

www.nyjalc.org
 info@nyjalc.org

作
り
た
い
未
来
を
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
意
志
を
持

っ
て
声
を
上
げ
、
同
じ
考
え
を

も
つ
人
と
連
帯
す
れ
ば
み
ん
な

の
声
に
な
る
。
み
ん
な
が
声
を

あ
げ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
﹂
と
述
べ
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
及
川
さ
ん
の
コ

メ
ン
ト
を
受
け
て
﹁
○
○
す
る

べ
き
と
い
う
考
え
方
か
ら
脱
却

し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
を
良
い
機
会
と
し

て
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
参
加
者

の
声
を
集
め
、﹃
連
帯
す
る
﹄

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
良
い
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
せ
た
ら
﹂
と
話

し
た
。

　

当
日
は
定
員
を
超
え
る
80
人

以
上
が
来
場
し
、
登
壇
者
ら
の

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ソ
フ
ィ
ア
会

︵
我
謝
京
子
会
長
、
上
智
大
学

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
︶

は
４
月
１
日
︵
土
︶
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
、
第
59
回
総
会

を
市
内
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
開
催
す
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
ば
か
り
の

人
、
在
住
し
て
い
て
も
ソ
フ
ィ

ア
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
馴
染
み
の

な
い
人
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
同
会
の
活
動
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
て
、
ソ
フ
ィ
ア

ン
仲
間
と
交
流
す
る
最
適
の
機

会
。会
場
は﹁
ニ
シ
・
キ
ッ
チ
ン
﹂

︵N
isi K

itchen

　

549 M
ain 

Street, R
oosevelt Island,

地
下
鉄
Ｆ
線
、
ま
た
は
東
59
丁

目
と
２
番
街
角
か
ら
出
て
い
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ト
ラ
ム
ウ
エ
ー
の
利
用
可

能
︶。
参
加
費
35
ド
ル
︵
ブ
ラ

ン
チ
、
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
、

現
金
の
み
︶。
参
加
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

infosophiany@
gm

ail.com

　

我
謝
さ
ん
。

話
し
に
大
き
く
う
な
ず
き
な
が

ら
耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
意
見

交
換
後
に
設
け
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
に
は
、
準

備
さ
れ
た
ワ
イ
ン
と
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
片
手
に
来
場
者
同
士
が

和
や
か
に
歓
談
し
た
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
で
は
同
イ
ベ
ン

ト
視
聴
希
望
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
数
あ
っ
た
た
め
、
今

月
16
日
︵
木
︶
か
ら
22
日
︵
水
︶

ま
で
の
１
週
間
限
定
で
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
に
て
録
画
映
像
が
配

信
さ
れ
る
。
視
聴
料
は
５
ド

ル
︵
配
信
期
間
中
は
何
度
で
も

視
聴
可
能
︶。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nipponclub.org/

を

参
照
す
る
。

　

　︵
高
田
由
起
子
、
写
真
も
︶

ＮＹソフィア会
４月１日に総会

　

大
学
に
お
け
る
女
性
学
長
の

増
加
は
世
界
的
な
傾
向
で
、
英

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
、
英
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
な
ど
も
女
性
が

事
実
上
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
女
性
が
ト
ッ
プ
の
大
学
は

例
年
増
え
続
け
て
お
り
、
英

教
育
誌
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ

ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︵
Ｔ

Ｈ
Ｅ
︶
が
３
月
６
日
に
発
表
し

た
２
０
２
３
年
版
の
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
２
０
０
校
を

見
る
と
、
す
で
に
そ
の
数
48
校

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
日
本
で

２
０
０
位
以
内
に
入
る
の
は
東

京
大
学
と
京
都
大
学
だ
け
だ

が
、
学
長
は
と
も
に
男
性
だ
。

国
内
の
約
８
０
０
大
学
の
う

ち
、女
性
学
長
は
13
％
ほ
ど
で
、

米
国
が
30
％
、
Ｅ
Ｕ
が
平
均
22

％
ほ
ど
だ
。
日
本
の
主
要
大
学

で
は
日
本
大
学
の
林
真
理
子
理

事
長
、
津
田
塾
大
の
高
橋
裕
子

学
長
、
北
里
大
学
の
島
袋
香
子

学
長
、
東
京
外
国
語
大
学
の
林

佳
世
子
学
長
ら
が
い
る
。
東
京

六
大
学
初
の
女
性
総
長
と
し
て

は
田
中
優
子
氏
が
法
政
大
学
の

総
長
を
２
０
１
４
年
か
ら
21
年

ま
で
務
め
た
。
ま
た
国
際
基
督

教
大
学
︵
Ｉ
Ｃ
Ｕ
︶
の
前
学
長

は
日
比
谷
潤
子
氏
で
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
20
年
３
月
ま
で
務

め
て
い
る
。(

関
連
記
事
１
面
︶

女
性
学
長
少
な
い
日
本
の
大
学

世
界
的
に
は
増
加
の
傾
向

https://www.maxjob.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
mailto:infosophiany@gmail.com%E3%80%80
mailto:infosophiany@gmail.com%E3%80%80
mailto:infosophiany@gmail.com%E3%80%80
mailto:infosophiany@gmail.com%E3%80%80
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
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税

金

特

集

⑥

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生
の
税
務

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
外
の
企
業
か
ら
派
遣
さ

れ
て
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の

ビ
ザ
を
持
っ
て
米
国
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
や
専
門
の
コ
ー
ス
を
勉

強
す
る
方
や
、
研
究
所
や
現
地

の
職
場
で
研
修
を
さ
れ
る
方
が

い
ま
す
。
企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
中
で
、
勉
強
や
研
究

で
短
期
的
に
米
国
に
滞
在
す
る

人
は
免
税
だ
と
聞
い
た
か
ら
何

も
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
考
え

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
免

税
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
Ｉ
Ｒ

Ｓ
に
特
定
の
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
留
学

や
研
修
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
に
も
税
金
の
手
続
き
で

や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
済

ま
せ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

今
週
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
報

告
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に
多
額

の
追
徴
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
企
業
派
遣
学
生
や
研
修
生

の
税
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の
特

殊
な
ビ
ザ
を
保
持
し
て
い
る
留

学
生
や
研
修
生
に
は
、
非
居
住

者
身
分
と
非
課
税
扱
い
の
２
つ

の
優
遇
税
法
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

▽
非
居
住
者

　

本
シ
リ
ー
ズ
第
４
号
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
米
国
税
法

上
、
永
住
権
を
保
有
し
て
い
な

い
外
国
人
は
実
質
的
滞
在
条
件

テ
ス
ト
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者

に
な
る
か
を
判
定
し
ま
す
。
実

質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
は
、
対

象
の
年
の
米
国
滞
在
日
数
が
31

日
以
上
あ
り
、
そ
の
年
の
滞
在

日
数
、
前
年
の
滞
在
日
数
の
３

分
の
１
、
お
よ
び
前
々
年
の
滞

在
日
数
の
６
分
の
１
の
合
計
が

１
８
３
日
以
上
あ
る
か
ど
う
か

で
判
定
し
ま
す
。
し
か
し
Ｆ
、

Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
ビ
ザ
の
保
有
者
に

は
こ
の
規
則
の
適
用
が
免
除
さ

れ
て
お
り
、
た
と
え
一
年
中
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も

非
居
住
者
と
な
り
ま
す
。
但
し

こ
の
例
外
規
定
に
は
年
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ビ
ザ
保
有
の

企
業
派
遣
学
生
の
場
合
に
は
基

本
５
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
研
修
生
ビ
ザ
の
場
合
も
、

非
居
住
者
の
身
分
は
基
本
過
去

６
年
間
の
う
ち
２
年
間
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
研
修
生
の

給
与
や
諸
手
当
が
全
額
米
国
外

の
企
業
に
よ
る
負
担
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
最
長
４
年
ま

で
非
居
住
者
の
取
り
扱
い
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

非
居
住
者
と
な
る
こ
と
で
、

日
本
な
ど
で
発
生
し
た
米
国
外

の
利
子
、
配
当
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
個
人
所
得
を
報
告
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

米
国
の
銀
行
預
金
か
ら
の
利
子

が
免
税
と
な
り
ま
す
。
米
国
の

銀
行
預
金
か
ら
の
利
子
を
免
税

に
す
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関

に
様
式W

-8 B
E

N

を
提
出
し

て
非
居
住
者
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
居

住
者
に
な
る
こ
と
で
外
国
金
融

口
座
報
告
書
の
報
告
も
免
除
さ

れ
ま
す
。

▽
非
課
税

　

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生

は
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
方
が
米

国
外
の
雇
用
主
の
従
業
員
で
あ

り
、
か
つ
、
支
払
わ
れ
る
給
与

や
手
当
て
が
全
て
米
国
外
の
雇

用
主
負
担
で
あ
る
こ
と
を
条
件

に
、
米
国
外
で
支
払
わ
れ
る
、

ま
た
は
米
国
外
か
ら
送
金
さ
れ

る
給
与
や
諸
手
当
を
非
課
税
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
国

の
子
会
社
な
ど
が
給
与
を
一
旦

立
て
替
え
て
米
ド
ル
で
支
払
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
付
け
替
え

を
し
て
最
終
の
給
与
負
担
が
米

国
外
の
派
遣
元
企
業
と
な
る
場

合
は
、
こ
の
非
課
税
の
取
り
扱

い
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
報
告
書

　

こ
れ
ら
の
恩
恵
を
う
け
る
た

め
に
は
報
告
書
の
様
式8843

︵Statem
ent for exem

pt 
individuals

︶
を
申
告
書
と

同
じ
期
日
ま
で
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
様
式
は
基
本

的
な
情
報
入
力
を
す
る
の
み
で

よ
く
、
氏
名
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
︵
番
号

を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
は

﹁
Ｎ
Ｒ
Ａ
﹂
と
記
載
︶、
留
学
・

研
修
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
長
の
名
前
と
連
絡

先
、
住
所
、
過
去
の
滞
在
日
数

や
ビ
ザ
状
況
な
ど
の
情
報
を
記

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
の
所
得
は
日
本
の

本
社
が
全
額
負
担
を
し
て
い
れ

ば
免
税
と
な
り
ま
す
が
、
米
国

の
子
会
社
が
負
担
し
て
い
る
金

額
や
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
所
得
な
ど

は
米
国
源
泉
所
得
と
し
て
米
国

で
課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
扱
い

の
米
国
源
泉
所
得
が
あ
る
場
合

は
非
居
住
者
の
申
告
様
式
で
あ

　

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
︵
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
と
日
本
ク
ラ
ブ
が

主
催
す
る
﹁
２
０
２
３
年
度

税

務

セ

ミ

ナ

ー
﹂︵

協

力
・

D
eloitte T

ax LLP

︶
が

23

日
︵
木
︶
午
後
２
時
か
ら
５
時

ま
で
、
日
本
ク
ラ
ブ
２
階
ロ
ー

ズ
ル
ー
ム
︵
西
57
丁
目
１
４
５

番
地
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。
日

系
米
国
子
会
社
に
影
響
の
あ
る

ト
ピ
ッ
ク
に
重
点
を
置
き
、
今

後
も
引
き
続
き
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
る
米
国
税
法
の
最
新
動
向

と
関
連
事
項
を
ま
と
め
て
日
本

語
で
解
説
す
る
。
講
師
は
、
池

田
敏
郎
︵
Ｎ
Ｙ
事
務
所
・
法
人

税
パ
ー
ト
ナ
ー
︶、
村
岡
欣
潤

︵
同
・
法
人
税
パ
ー
ト
ナ
ー
︶、

多
田
裕
紀
︵
同
・
法
人
税
シ
ニ

ア
︶、
橋
本
恵
美
子
︵
同
・
移

転
価
格
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶、
岸
本
崇
︵
同
・

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ー

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶。
質
疑
応
答

も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
一
般
１
２
０
ド

ル
、
会
員
１
０
０
ド
ル
。
申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

nipponclub.org

の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ペ
ー
ジ
か
ら
。

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
と
日
本
ク
ラ
ブ
共
催

税
務
セ
ミ
ナ
ー

23
日
に
対
面
式
で
開
催

　

苦
情
や
市
政
情
報
な
ど
Ｎ
Ｙ

市
の
非
緊
急
用
の
問
い
合
わ
せ

番
号
﹁
３
１
１
﹂
が
８
日
に
、

開
設
か
ら
20
周
年
を
迎
え
た
。 

　

２
０
０
３
年
３
月
９
日
の
開

設
以
降
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
Ｎ

Ｙ
Ｃ
３
１
１
﹂
が
受
け

付
け
た
問
い
合
わ
せ
数

は
３
億
５
９
０
０
件
、

指
示
や
対
応
し
た
人
数

は
約
５
億
２
５
０
０
万

人
に
上
る
。エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ス
同
市
長
は
声

明
で
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ
３
１
１

は
、
騒
音
や
ゴ
ミ
な
ど

の
衛
生
問
題
に
対
す
る

苦
情
、
路
上
駐
車
の
情

報
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
不
可
欠

な
資
源
と
な
っ
た
﹂
と

伝
え
た
。 

　

同
市
当
局
は
こ
の
ほ

ど
20
周
年
を
記
念
し
て
、
特
に

﹁
忘
れ
ら
れ
な
い
問
い
合
わ
せ
﹂

20
件
を
公
表
し
た
。
同
リ
ス
ト

の
一
部
は
次
の
通
り
。
冷
蔵
庫

の
騒
音
︵
２
０
０
４
年
︶、
生

き
た
鶏
を
ど
う
や
っ
て
茹
で
た

ら
い
い
の
か
︵
05
年
︶、
ヤ
ン

キ
ー
ス
対
メ
ッ
ツ
戦
が
89
対
72

点
に
な
っ
て
も
プ
レ
ー
オ
フ
に

な
ら
ず
﹁
野
球
の
試
合
は
ど
れ

く
ら
い
続
く
の
か
﹂︵
08
年
︶、

ト
イ
レ
を
流
す
回
数
が
多
す
ぎ

る
こ
と
に
対
す
る
法
律
は
あ
る

の
か
︵
13
年
︶、
ア
ラ
イ

グ
マ
が
ポ
ー
チ
で
自
分
の

ラ
ザ
ニ
ア
を
食
べ
て
い
る

︵
14
年
︶、
感
謝
祭
用
の
七

面
鳥
の
調
理
の
仕
方
︵
16

年
︶。
そ
の
ほ
か
﹁
Ｕ
Ｆ

Ｏ
専
門
家
に
連
絡
し
た

い
﹂﹁
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド

は
既
婚
者
な
の
か
確
認
し

て
ほ
し
い
﹂﹁
ア
メ
リ
カ

ン
・
ア
イ
ド
ル
で
誰
が
優

勝
し
た
の
か
﹂﹁
ペ
ッ
ト

犬
は
扶
養
者
と
し
て
税
金

控
除
の
申
請
が
で
き
る
の

か
﹂﹁
窓
際
に
幽
霊
が
い

る
﹂
ま
た
頻
繁
に
あ
る
問

い
合
わ
せ
は
﹁
近
所
で
お

ス
ス
メ
の
ピ
ザ
店
を
知
り
た

い
﹂
。
22
年
は
、
迷
惑
駐
車
な

ど
、
比
較
的
妥
当
な
問
い
合
わ

せ
が
占
め
た
が
、﹁
お
隣
さ
ん

が
近
所
の
人
皆
に
手
を
振
っ
て

い
る
﹂と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。

非緊急用番号「３１１」20 周年 
数々の面白い問い合わせ る1040N

R

を
使
用
し
て
税

金
を
計
算
し
、
様
式8843

と

一
緒
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
米
国
で
学
業

や
研
修
以
外
で
発
生
す
る
所
得

が
な
い
場
合
は
様
式8843

の

提
出
だ
け
で
す
の
で
簡
単
な
作

業
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

https://www.takenakapartners.com/
http://myriverside.net/home
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
tel:9175773969
tel:2122136069
https://dancejapan.com/
https://www.nipponclub.org
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　ここ数年、TikTok やインスタグラム 上で、米国の若者たちの間で飛び交う言葉 Menty 
B は、Mental Breakdown（精神的不調）の省略語。落ち込んだり、ゆううつになったり、
調子が出ない時に、”I have a little menty b.” と、口に出したり、SNS でつぶやくのです。
　アメリカ疾病予防管理センター (CDC) が最近発表した調査によると、若者の多くが精神
的不調に陥っていると言います。日常において、悲しみ、落ち込み、絶望感を感じる若い

人たちの割合は 40％を超えます。この傾向はとりわけ 10 代の女性に顕著だと分析されています。
　パンデミックは全ての人に辛い思いをさせましたが、 特に仲間と過ごす時間が奪われた若者たちの中に、
Menty B に陥る人が増えました。 実際、SNS によって繋がっているようでも、画面上の交信だけでは、往々
にして自分が取り残される不安を若者に与えるとの指摘があります。もちろん、人間関係だけではなく、身の
回りで増加する犯罪、政治的に分断する社会、さらには不穏な世界情勢など全てが、若者の心を悩ませている
のです。　
　「ちょっと menty b」という表現は、若い米国人の深刻な精神状態を映しています。しかし、一方で、心の
不調を友人たちにさらっと打ち明けることは、自分の気持ちを立て直すきっかけになり得るでしょう。お互い
が心を開き、励まし合って、Depression（うつ状態）や Suicidal Thoughts（自殺願望）に陥る前に、精神的
不調を少しでも乗り越えてほしいと思います。                                       （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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■
﹃

バ

イ

デ

ン

米

政

権

が

２
０
２
４
年
度
予
算
教
書
発

表
、
歳
出
総
額
は
前
年
度
比

8
・
0
％
増
の
6
・
9
兆
ド

ル
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
3

月
9
日
、
２
０
２
４
会
計
年

度
︵

２

０

２

３

年

10

月

〜

２
０
２
４
年
9
月
︶
の
予
算
教

書
を
発
表
し
た
。
今
回
は
3
月

末
に
発
表
し
た
前
年
よ
り
も
1

カ
月
弱
早
い
発
表
と
な
っ
た
。

■
﹃
経
済
活
動
は
増
加
も
企
業

は
年
内
の
景
気
後
退
を
懸
念
、

米
シ
カ
ゴ
連
銀
ベ
ー
ジ
ュ
ブ
ッ

ク
﹄︵
シ
カ
ゴ
発
︶
＝
米
国
連

邦
準
備
制
度
理
事
会︵
Ｆ
Ｒ
Ｂ
︶

が
3
月
8
日
に
公
表
し
た
地
区

連
銀
経
済
報
告
︵
ベ
ー
ジ
ュ
ブ

ッ
ク
︶
の
中
で
、
米
国
中
西
部

の
一
部
地
域
を
管
轄
す
る
シ
カ

ゴ
連
銀
は
、
２
０
２
３
年
1
月

か
ら
2
月
初
め
に
か
け
て
の
同

地
域
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
、

全
体
的
に
控
え
め
に
増
加
し
た

と
報
告
し
た
。

■
﹃
カ
ナ
ダ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
ア
セ
ル
タ
、
日
産
と
共
同

開
発
の
故
障
予
測
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
完
成
を
発
表
﹄︵
ト
ロ

ン
ト
発
︶
＝
自
動
車
向
け
機
械

学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、ア
セ
ル
タ
・

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
3
月
8

日
、
日
産
自
動
車
と
共
同
開
発

し
た
機
械
学
習
に
よ
る
故
障
予

測
モ
デ
ル
の
専
門
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
完
成
を
発
表
し
た
。

■
﹃
福
島
県
と
ジ
ェ
ト
ロ
、
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
日
本
酒

輸
入
・
小
売
事
業
者
5
社
を
福

島
県
に
招
聘
﹄︵
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
発
︶
＝
福
島
県
と
ジ
ェ

ト
ロ
は
2
月
28
日
か
ら
3
月
2

日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
5
社
︵
ス
ズ
キ
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
、
タ

カ
サ
ン
、
ウ
マ
ミ
・
マ
ー
ト
、

サ
ケ
・
ト
レ
ン
ド
︶
の
購
買
担

当
者
を
福
島
県
に
招
聘
し
た
。

■
﹃
日
立
の
米
国
Ｉ
Ｔ
子
会
社

グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ッ
ク
、
ブ
カ

レ
ス
ト
の
開
発
拠
点
を
紹
介
﹄

︵
ブ
カ
レ
ス
ト
発
︶
＝
日
立
製

作
所
の
米
国
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ

タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業

で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ッ
ク

︵G
lobalLogic

、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
︶
が
2
月
28
日
、
ル

ー
マ
ニ
ア
・
ブ
カ
レ
ス
ト
市
内

で
業
界
関
係
者
を
集
め
た
交
流

会
を
開
催
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
３
月

10
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

ア
メ
リ
カ
の
日
本
企
業
は
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
る
の
か
？
︵
そ
の
2
︶

クイック USA

126

・"T
h

e B
o

d
y

w
eld

 P
E

 
departm

ent w
as great to 

w
ork in and w

as filled 
w

ith great people." (in 
170 review

s)

よ
い
人
材
に

溢
れ
て
い
る
。
↓
仮
説
に
は
含

ま
れ
ず
。

・"G
reat C

u
ltu

re an
d 

very
 team

 m
em

ber fo-
cused com

pany" (in 89
review

s)

素
晴
ら
し
い
企
業

文
化
と
従
業
員
重
視
の
会
社
↓

仮
説
に
は
含
ま
れ
ず

・"G
reat job security"(in 

63 review
s)

解
雇
は
あ
ま
り

な
い
↓
仮
説
通
り

 CONS

（
短
所
）

・"Poor M
anagem

ent not 
ran the sam

e as w
hen I 

hired on18 years ago"(in 
129 review

s)

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
弱
い
↓
仮
説
に
は
含
ま
れ

ず・"N
o w

ork/life balance 
an

d
 2

 w
eek

 rotatin
g 

sh
ifts o

f n
ig

h
ts an

d 
days."(in114 review

s)

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
↓
仮
説
通
り

・"L
o

n
g

 h
o

u
rs

 a
n

d 
stressfu

l at tim
es" (in 

102 review
s)

長
時
間
労
働

と
ス
ト
レ
ス
↓
仮
説
通
り

・"T
o m

an
y

 m
an

ag
ers 

telling people to do dif-
ferent thing at once."(in 
58 review

s)

多
く
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
違
う
こ
と
を
一
度
に

言
う
↓
仮
説
に
は
含
ま
れ
ず

・"Som
e people don't like 

the long hours but m
ost 

enjoy their job so m
uch 

they don't m
ind." (in 46 

review
s)

長
時
間
労
働
↓
仮

説
通
り

▽
人
種
分
類
ご
と
の
評
価

・
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク  

5

・
ア
ジ
ア　

3

・
白
人　

8

・
ア
フ
リ
カ
ン
ア
メ
リ
カ
ン　

3▽
検
証
結
果
は
？

   

長
所
に
つ
い
て
は

・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
よ
い

・
解
雇
さ
れ
な
い

 

は
仮
説
通
り
の
レ
ビ
ュ
ー
が

▽
人
種
分
類
か
ら
見
た
評
価

　

人
種
分
類
か
ら
見
た
評
価
と

し
て
は
同
じ
人
種
か
ら
の
評
価

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、

・
ア
ジ
ア
人
か
ら
の
評
価
高
い

と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。

▽
企
業
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
で
検

証
　

ま
ず
は
、
こ
の
仮
説
を
実
際

に
企
業
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
で
検

証
を
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
在

米
日
系
企
業
の
代
表
企
業
と
い

う
と
ま
ず
は
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
自

動
車
が
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？
こ
の
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
評
判
を
企
業
レ
ビ
ュ
ー

サ
イ
ト
か
ら
要
約
し
た
も
の
を

確
認
し
て
み
た
い
。

 Pros(

長
所)

・"G
reat b

en
efits an

d 
very structural" (in 399 
review

s)

と
て
も
よ
い
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
↓
仮
説
通
り

・"P
a

y
 is g

o
o

d
 a

n
d 

reaso
n

ab
le." (in

 2
4

3 
review

s)

給
料
が
良
く
、
妥

当
で
あ
る
。
↓
仮
説
は
棄
却

出
て
い
る
。

短
所
に
つ
い
て
は

・W
ork Life

バ
ラ
ン
ス
が
悪

いは
仮
説
通
り
の
レ
ビ
ュ
ー
が
出

て
い
る
。

   

こ
の
結
果
か
ら
見
る
と
今
後

の
在
米
日
系
企
業
の
強
み
を
如

何
に
活
か
し
、
弱
み
を
補
っ
て

い
く
か
と
い
う
方
向
性
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？

   

ま
た
、
仮
説
で
は
触
れ
な
か

っ
た
、
企
業
の
カ
ル
チ
ャ
ー
や

従
業
員
を
重
視
す
る
組
織
力
等

日
本
企
業
の
強
み
を
ア
メ
リ
カ

で
も
活
か
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い

る
。

   

人
種
ご
と
の
評
価
で
気
に
な

る
の
は
ア
フ
リ
カ
ン
ア
メ
リ

カ
ン
か
ら
の
評
価
で
あ
る
が
、

今
後
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
︵D

iversity, 
E

qu
ity

 an
d In

clu
sion

︶

の
取
り
組
み
で
更
に
改
善
を
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

出

所

：https://w
w

w
.

glassdoor.com
/R

eview
s/

T
oy

ota-N
orth-A

m
erica-

R
eview

s-E
3544.htm

山
口 

憲
和

M
B

A
, S

H
R

M
-S

C
P

　

Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

　

一
般
財
団
法
人
運
輸
総
合
研

究
所
ワ
シ
ン
ト
ン
国
際
問
題
研

究
所
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹁
日
米
国
際
交
流
・
観
光
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
コ
ロ
ナ
後
に
お

け
る
日
米
間
の
交
流
・
観
光
の

再
構
築
・
強
化
〜
﹂
が
23
日
︵
木
︶

午
後
３
時
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
︵
ウ
ィ
ラ
ー
ド
・
イ
ン
タ

ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
︶

で
開
催
さ
れ
る
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
開
催
し
た

第
１
回
Ｊ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ

ル
セ
ミ
ナ
ー
の
続
編
と
し
て
、

対
面
交
流
の
意
義
を
見
つ
め
直

し
、
日
米
間
交
流
を
よ
り
高
い

次
元
に
再
構
築
・
強
化
す
る
こ

と
を
目
指
す
日
米
の
国
際
交
流

や
観
光
に
造
詣
の
深
い
有
識
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
宿
利

正
史
氏
︵
運
輸
総
合
研
究
所
／

ワ
シ
ン
ト
ン
国
際
問
題
研
究
所

会
長
︶
と
冨
田
浩
司
氏
︵
駐
米

日
本
国
特
命
全
権
大
使
︶
に
よ

る
挨
拶
の
ほ
か
、
ト
ー
マ
ス
・

シ
ー
フ
ァ
ー
氏
︵
元
駐
日
米
国

大
使
︶、
白
石
隆
氏
︵
熊
本
県

立
大
学
理
事
長
・
元
政
策
研
究

大
学
院
大
学
学
長
︶
が
基
調
講

演
を
行
う
。
ま
た
、
ケ
ン
ト
・

カ
ル
ダ
ー
氏
︵
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ

キ
ン
ズ
大
学
高
等
国
際
問
題
研

究
大
学
院
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
︶
と
清

野
智
氏
︵
日
本
政
府
観
光
局
・

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
理
事
長
︶
＝
写
真
＝

が
講
演
す
る
。
討
論
は
、
マ
ー

ク
・
キ
ー
ム
氏
︵
米
国
商
務
省

次
官
補
︶、
相
航
一
氏
︵
在
米

日
本
国
大
使
館
公
使
︶、
加
藤

和
世
氏
︵
米
国
法
人
日
本
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
が
参
加

す
る
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
ケ
ン

ト
・
カ
ル
ダ
ー
氏
。

　

参

加

費

無

料
。

日

本

語

で

の

登

録
︵

申

し

込

み

は

19
日
ま
で
︶・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

jttri.or.jp/events/2023/
sym

posium
230324.htm

l

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

清
野
智
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
理
事
長
が
講
演

日米間の国際交流と
観光の再構築・強化

運輸総合研究所ワシントン国際問題研究所主催

　

Ｎ
Ｙ
市
環
境
保
護
局
︵
Ｄ
Ｅ

Ｐ
︶
は
今
月
初
旬
、
同
市
の
給

水
の
半
分
を
賄
う
デ
ラ
ウ
ェ
ア

水
道
橋
の
修
繕
工
事
に
備
え
、

給
水
シ
ス
テ
ム
を
一
時
的
に
修

正
し
た
。
９
日
付
の
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
誌
の
記
事
は
﹁
今
後
数
週

間
、
水
道
水
の
味
が
少
し
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
問
題
は

な
い
﹂
と
伝
え
た
。
デ
ラ
ウ
ェ

ア
水
道
橋
は
、
米
国
で
現
存
す

る
最
古
の
ワ
イ
ヤ
ー
吊
り
橋

で
、
世
界
で
最
も
長
い
水
道
橋

と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
局
は
、

同
水
道
橋
の
漏
水
や
劣
化
部
分

の
10
億
ド
ル
を
投
じ
た
修
繕
工

事
を
10
月
に
予
定
し
て
お
り
、

工
事
中
は
同
水
道
橋
の
運
転
は

停
止
す
る
。
同
局
は
今
月
６
〜

19
日
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
と
パ
ッ
ト
ナ
ム
郡
の
12
か
所

の
貯
水
池
が
集
ま
る
ク
ロ
ト
ン

分
水
界
か
ら
給
水
を
増
や
し
、

水
道
水
の
供
給
を
賄
う
こ
と
を

試
験
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
は

３
月
６
日
よ
り
、
ク
イ
ー
ン
ズ

の
ジ
ャ
マ
イ
カ
駅
と
ブ
リ
ッ
ク

リ
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
の
間
の
シ
ャ

ト
ル
列
車
を
増
便
し
た
。
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
本
数
が
少
な
す

ぎ
る
と
利
用
客
か
ら
の
苦
情
が

出
て
い
た
。

　

新
し
い
シ
ャ
ト
ル
列
車
は
午

前
６
時
45
分
、
同
７
時
29
分
、

同
８
時
９
分
の
３
便
。
こ
れ
に

よ
り
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時

ま
で
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
ジ
ャ
マ

イ
カ
駅
か
ら
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
向
か
う

列
車
は
合
計
16
本
に
な
る
。

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
・
マ

ジ
ソ
ン
駅
が
１
月
に
開
業
し
、

３
月
よ
り
フ
ル
稼
働
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
に
伴
い
ペ
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
駅
と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
向
か
う

列
車
の
本
数
が
減
っ
た
。
そ
の

た
め
ジ
ャ
マ
イ
カ
駅
で
の
乗
り

換
え
時
間
が
長
く
な
っ
た
と
利

用
者
か
ら
苦
情
が
出
て
い
た
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

シ
ャ
ト
ル
列
車
を
増
便

水
道
水
の
味
に
変
化

安
全
性
に
問
題
な
し
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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■
カ
ナ
ダ
の
メ
デ
ィ
ア
調
査
会

社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ナ
イ
ツ
は

今
年
1
月
、
世
界
の
持
続
可
能

な
企
業
１
０
０
社
﹁
グ
ロ
ー
バ

ル
１
０
０
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
を

毎
年
ダ
ボ
ス
経
済
会
議
に
合
わ

せ
て
公
表
。

　

同
調
査
は
、
総
売
上
高
10
億

持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル 
１
０
０
企
業
。
米
の
金
属

リ
サ
イ
ク
ル
が
1
位
、
日
本
は
4
社
が
ラ
ン
ク
イ
ン

ト
ラ
リ
ア
・
コ
ン
テ
ナ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
︶
。
日
本
企
業
は
50

位
に
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ(

電
機

メ
ー
カ
ー
︶
、
53
位
に
エ
ー
ザ

イ
︵
製
薬
︶
、
80
位
に
リ
コ
ー

９
機
器
メ
ー
カ
ー
︶
、
84
位
に

積
水
化
学
工
業
︵
樹
脂
加
工
メ

ー
カ
ー
︶
の
4
社
が
入
っ
た
。

外
れ
た
。

■
国
別
で
は
１
０
０
企
業
の
20

％
が
米
国
拠
点
、
カ
ナ
ダ
11
％

が
そ
れ
に
続
く
。
一
方
で
地
域

別
で
は
、
欧
州
地
域
が
44
％
で

依
然
と
し
て
ト
ッ
プ
、
ア
ジ
ア

地
域
は
22
％
。
業
種
別
で
は
情

報
技
術
20
％
と
金
融
サ
ー
ビ
ス

15
％
が
上
位
を
占
め
た
。

■
同
社
の
調
査
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ト
リ
ー
氏
は
報
告
書
で
﹁
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
１
０
０
企
業
は
、

気
候
対
策
と
循
環
経
済
の
再
構

築
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
米
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ

ュ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
・
ス
チ
ー
ル
が

1
位
に
な
っ
た
の
も
そ
れ
を
裏

付
け
る
。
こ
こ
数
年
の
激
動
を

経
て
世
界
基
準
で
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
必
要
な
製
品
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
し
て
い
る
﹂
と
述

べ
て
い
る
。

(

参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト)

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.

c
o

rp
o

ra
te

k
n

ig
h

ts
.

com
/ran

k
in

g
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lobal-
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0
0
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n

k
in

g
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0
2

3
-

global-100-
ran

kin
g

s/2023-g
lobal-

100-m
ost-su

stain
able-

com
panies/

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

ド
ル
超
の
上
場
企
業
６
０
０
０

社
を
対
象
に
、
企
業
が
開
示
す

る
財
務
指
標
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
報
告
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公

表
を
も
と
に 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
︵
環
境
・

社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
︶
行
動
も

含
め
25
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
︵
重
要
業
績

評
価
指
標)

で
評
価
す
る
。

■
1
位
は
、
昨
年
15
位
の
米
金

属
リ
サ
イ
ク
ル
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ

ァ
ー
・
ス
チ
ー
ル
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
。
2
位
は
ヴ
ェ
ス
タ

ス
・
ウ
ィ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
ズ 

(

デ
ン
マ
ー
ク
・
機
械
︶
、
3

位
は
ブ
ラ
ン
ブ
ル
ズ
︵
オ
ー
ス

■
他
方
ラ
ン
ク
か
ら
脱
落
し
た

企
業
で
は
、
例
え
ば
米
国
チ
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
の
ア
ナ
ロ
グ
・
デ

バ
イ
セ
ズ
社
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

脱
炭
素
、
廃
棄
物
の
生
産
性
が

悪
化
、
役
員
と
一
般
社
員
の
給

与
格
差
が
２
０
２
０
年
か
ら
2

倍
に
な
っ
た
た
め
ラ
ン
ク
か
ら

　

人
気
の
お
も
ち
ゃ
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
商
品
を
取
り
扱

う
日
本
の
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
最

大
手
﹁
バ
ン
ダ
イ
﹂
の
公
式
ガ

シ
ャ
ポ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
あ
る
日
本
文
化
発
信
の
複
合

商
業
施
設
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
︵934 3rd A

ve

︶

の

２

階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
﹁T

he 
Loft

﹂
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ガ
シ
ャ
ポ
ン
は
、
バ
ン
ダ
イ

が
展
開
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
カ
プ
セ
ル
ト
イ
で
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
玩
具
を
代
表
す
る
身

近
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外

に
も
展
開
し
、﹁
ガ
シ
ャ
ポ
ン
﹂

な
ら
で
は
の﹁
ワ
ク
ワ
ク
体
験
﹂

と
﹁
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
﹂
で
世

界
中
の
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
て
い
る
。

　

今
回
の
出
店
は
、
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
ア
ニ
メ
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
専
門

店
﹁
ブ
ッ
ク
オ
フ
・
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
店
﹂
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
展
開
。
呪
術
廻
戦
や
デ
ー

モ
ン
バ
ス
タ
ー
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
と
し
た
多

種
多
様
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
ト
イ
を
取
り
そ
ろ
え

た
ガ
シ
ャ
ポ
ン
１
０
０
台
を
設

置
し
た
。
プ
レ
イ
料
金
は
１
回

２
ド
ル
か
ら
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
ト
ー
ク
ン
を
購
入
し
て

遊
ぶ
。
ト
ー
ク
ン
購
入
の
ミ
ニ

マ
ム
料
金
は
20
ド
ル
︵
10
ト
ー

ク
ン
︶。
好
き
な
日
本
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
バ
ン
ダ
イ
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
が
手
に
入
る
チ
ャ
ン

ス
。
何
が
出
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
﹁
ワ
ク
ワ
ク
感
﹂
を
体
験

し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

バ
ン
ダ
イ
の
ガ
シ
ャ
ポ
ン

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
１
０
０
台

因
み
に
ア
ジ
ア
で
20
位
以
内
に

入
っ
た
の
は
、
9
位
の
台
湾
高

速
鉄
道 (

台
湾)

と
12
位
の
シ

ン
イ
ー
・
ソ
ー
ラ
ー (

中
国
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
製
造)

の
み
。

■
日
本
企
業
で
80
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た(

株)

リ
コ
ー
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
と

環
境
配
慮
の
製
品
、
そ
の
売
上

比
率
の
上
昇
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
指
標
導
入
で
役
員
報
酬
を

透
明
化
、
気
候
変
動
対
策
で
政

府
と
協
力
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ

た
。

　

９
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

は
、
昨
年
３
月
に
閉
店
し
た
ア

ス
タ
ー
・
プ
レ
イ
ス
の
伝
説
的

バ
ー
﹁
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
・
シ
ェ

ア
﹂
が
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ

ジ
︵
グ
ロ
ー
ブ
・
ス
ト
リ
ー
ト

45
番
地
、
ブ
リ
ー
カ
ー
・
ス
ト

リ
ー
ト
︶
で
営
業
を
再
開
す
る

と
伝
え
た
。 

　

１
９
９
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
同
店
は﹁
レ
ジ
ェ
ン
ダ
リ
ー
・

ス
ピ
ー
ク
イ
ー
ジ
ー
︵
伝
説
的

な
隠
れ
酒
場
︶﹂
と
し
て
知
ら

れ
、
世
界
大
会
で
優
勝
経
験
の

あ
る
日
本
人
の
名
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
が
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
こ
と

で
も
人
気
を
博
し
て
い
た
。
店

名
の
﹁
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
・
シ
ェ

ア
︵
天
使
へ
の
お
す
そ
分
け
︶﹂

は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
熟
成
過
程

で
︵
天
に
向
け
て
︶
蒸
発
し
失

わ
れ
る
部
分
を
意
味
す
る
。 

　

開
店
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
発

表
だ
が
、
65
席
の
新
店
舗
の
経

営
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
ト
ニ
ー
・

ヨ
シ
ダ
さ
ん
こ
と
好
田
忠
夫
氏

の
娘
で
、
ヨ
シ
ダ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
グ
ル
ー
プ
最
高
執
行
責
任

者
の
好
田
絵
里
奈
さ
ん
が
担
う

と
い
う
。
同
紙
の
記
事
に
よ
る

と
、
元
の
店
舗
で
は
食
事
は
同

グ
ル
ー
プ
が
経
営
す
る
近
所
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
提
供
し
て
い
た

が
、
新
店
舗
で
は
刺
身
や
か
ら

揚
げ
、
自
家
製
ピ
ク
ル
ス
な
ど

の
軽
食
の
提
供
を
検
討
し
て
い

る
。
ヨ
シ
ダ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

グ
ル
ー
プ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
日
系
ス
ー
パ
ー
の
サ
ン
ラ

イ
ズ
マ
ー
ト
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
経
営

し
て
い
る
。

伝
説
の
日
本
人
バ
ー 

Ｇ
ビ
レ
ッ
ジ
で
再
開

楽しい
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
AASP スキル”のまとめと
スピーチ・プレゼンテーション（１）

　

前

回

ま

で

は
、

Ａ

Ａ

Ｓ

Ｐ

(A
ssertiv

e, 
A

rticulate, Self-selective 
Participation)=

﹁
主
張
の
あ

る
明
確
な
自
主
的
発
言
参
加
ス

キ
ル
﹂
の
訓
練
に
関
し
て
、
各

項
目
を
細
か
く
説
明
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
ま
と
め
と

し
て
、
毎
回
の
討
論
に
お
け
る

目
標
設
定
、
ま
た
そ
の
目
標
に

応
じ
て
訓
練
す
る
べ
き
具
体
的

な
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
討
論
に

は
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
お
互
い
か
ら

学
ぶ
、
と
い
う
基
本
的
教
育
価

値
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
訓
練
と
し
て
﹁
今
日
の

討
論
の
目
的
は
何
か
？
﹂
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
ま
ず
重

要
で
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

﹁
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
﹂
と
言
わ

れ
る
言
語
行
動
に
関
係
し
て
い

ま
す
が
、
言
語
目
的
の
例
と
し

て
は
﹁
正
し
い
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
が
、
と
表
現
し
な
が
ら

自
分
の
主
張
を
展
開
す
る
﹂﹁
他

の
意
見
に
賛
成
だ
が
、
さ
ら
に

情
報
を
加
え
る
﹂﹁
他
の
意
見

を
尊
重
し
つ
つ
反
論
す
る
﹂
な

ど
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
目

的
に
応
じ
て
﹁
本
日
の
フ
レ
ー

ズ
﹂
を
２
、
３
設
定
し
て
実
際

に
使
用
さ
せ
訓
練
し
ま
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
基

本
は
、
自
分
の
考
え
を
的
確
に

相
手
に
伝
え
、
論
理
的
根
拠
を

用
い
て
﹁
説
得
力
﹂
を
持
つ
こ

と
が
目
的
で
す
が
、
場
面
に
よ

っ
て
は
﹁
正
し
い
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
﹂
と
表
現
し
な
が

ら﹁
自
分
の
主
張
を
展
開
す
る
﹂

こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
使
用
で
き
る
、

﹁
会
話
分
析
﹂
分
野
で
言
う
と

こ
ろ
の“

Pre”
と
言
わ
れ
る

も
の
を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
の“

Pre”
と
は

主
に
本
題
に
入
る
前
に
使
う
緩

和
策
の
こ
と
で
す
。例
え
ば﹁
正

し
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が

意
見
を
言
う
﹂
と
い
う
討
論
で

は
、

“
I’

m
 not sure if I’

m
 

correct, but-“
 “

C
orrect 

m
e if I’

m
 w

rong, but-
“

と
い
う“

Pre”

フ
レ
ー
ズ

を
提
示
し
た
り
、
異
な
っ
た
観

点
や
意
見
を
展
開
し
た
り
し
て

お
り
、
こ
う
や
っ
て
自
分
の
反

論
自
体
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
緩
和
策

は
は
っ
き
り
と
も
の
を
言
う
米

国
人
で
さ
え
、
普
段
か
ら
巧
み

に
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
﹁
他

の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
反
論
す

る
﹂
＝
﹁
丁
寧
に
反
論
す
る
﹂

こ
と
を“

Pre”

フ
レ
ー
ズ
を

通
し
て
覚
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

ま
た
相
手
の
意
見
に
賛
成
の

場
合
、
こ
こ
で
避
け
た
い
の
は

日
本
人
の
同
調
傾
向
、
す
な
わ

ち
周
り
と
合
わ
せ
れ
ば
安
全
で

あ
る
と
言
う
意
識
で
す
。
こ
れ

を
回
避
す
る
に
は
、
例
え
他
の

人
の
意
見
に
賛
成
だ
と
し
て

も
、
違
っ
た
理
由
や
観
点
な
ど

の
説
明
を
付
け
足
し
、
自
分

個
人
の
意
見
に
し
て
し
ま
う

こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。﹁
追
加
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
を

練
習
す
る
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

は
、“I agree w

ith 

○

○

, but I also w
ant to add 

xx.” “
I agree w

ith 

○

○, but from
 a different 

perspective/experience/
reason.”

と
い
っ
た
﹁
賛
成

だ
が
、
自
分
の
場
合
違
っ
た
観

点
、
経
験
、
理
由
か
ら
だ
﹂
な

ど
も
使
え
ま
す
。

　

欧
米
な
ど
の
大
学
院
、
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
や
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
に
留
学
し
て
み
る
と
、
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
自
分
個
人

の
見
解
や
観
点
な
ど
か
ら
の
意

見
を
求
め
ら
れ
る
授
業
討
論
が

頻
繁
に
あ
り
ま
す
。﹁
授
業
参

加
度
﹂
と
い
う
評
価
も
成
績
に

反
映
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も

こ
の
よ
う
な“

Pre”

を
使
っ

た
り
、﹁
追
加
点
﹂
を
述
べ
た

り
と
い
っ
た
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
訓
練
を

し
て
お
く
と
、
実
際
の
状
況
で

も
非
常
に
役
に
立
つ
と
思
わ
れ

ま
す
。

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

を
実
際
に
討
論
で
使
わ
せ
る
わ

け
で
す
。

　

次
に
誰
か
の
意
見
に
異
論
を

唱
え
る
と
い
う
目
的
で
は
、
よ

り“
Pre”

を
使
っ
た
配
慮
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
は
っ
き
り
と “

I disagree 
w

ith 

○
○, because-”

と

言
っ
て
も
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
直
接
的

な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
の
が

難
点
で
す
。
こ
ん
な
時
は
例
え

ば
米
国
人
な
ど
は
ま
ず
相
手
に

あ
る
程
度
の
同
意
を
表
し
て
お

き
、
次
に
自
分
の
反
論
を
展

開
す
る
と
い
う
や
り
方
を
用

い
ま
す
。
フ
レ
ー
ズ
例
と
し

て
は
、“I definitely agree 

w
ith your opinion, but I 

also think ―
“

　“
I totally 

understand y
our point, 

b
u

t m
y

 p
ersp

ectiv
e 

is a little differen
t” “

I 
basically have the sam

e 
opin

ion
 bu

t I w
as ju

st 
w

ondering ―
”

な
ど
の
よ

う
に
、
こ
れ
ら
は
全
て
、
ま
ず

相
手
の
意
見
を
尊
重
し
﹁
賛
成

だ
﹂﹁
理
解
で
き
る
﹂
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
直
後
に
疑
問

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（36）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
経
済
活

動
に
打
撃
を
与
え
、
企
業
の
解

雇
政
策
が
私
達
の
不
安
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
さ
ん
が
不
安
の
解
消
や
集

中
力
を
高
め
る
た
め
、
な
ど
の

理
由
か
ら
大
麻
を
使
い
始
め
た

の
は
数
年
前
。
過
去
の
恋
愛
体

験
か
ら
ご
自
身
を
依
存
体
質
と

定
義
し
ま
す
が
大
麻
へ
の
依
存

は
否
認
。
恩
恵
を
重
視
し
て
い

ま
し
た
。

　

１
年
半
ほ
ど
前
に
新
し
い
恋

人
が
で
き
、
関
係
性
も
良
好
。

将
来
を
考
え
た
真
剣
な
交
際
で

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
友
達
と
飲

み
歩
い
て
い
た
週
末
の
外
出
も

週
に
数
回
参
加
し
て
い
た
運
動

も
激
減
し
ま
し
た
。
職
場
で
は

役
職
が
つ
き
、
今
ま
で
に
な
い

く
ら
い
一
生
懸
命
働
い
て
い
る

と
驚
い
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

よ
り
責
任
の
あ
る
業
務
や
部
下

の
管
理
、
上
役
と
の
関
係
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
も
蓄
積
。

　

最
近
、
今
ま
で
と
同
じ
効
能

を
得
る
た
め
に
使
用
す
る
大
麻

の
量
が
増
え
た
こ
と
に
気
付
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
吸
引
せ
ず

に
友
人
と
外
出
す
る
と
苛
立
ち

が
激
し
い
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
運
動
不

足
に
加
え
て
、
空
腹
感
か
ら
の

間
食
で
肥
満
気
味
に
も
。
大
麻

依
存
の
症
状
を
呈
し
て
い
ま

す
。

　

Ｎ
Ｙ
で
は
個
人
的
な
使
用
が

合
法
に
な
っ
た
大
麻
で
す
が
、

依
存
性
を
高
め
る
薬
物
を
混
入

し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
さ
ん
は
自
身

の
疾
患
が
思
っ
た
よ
り
進
ん
で

い
る
と
認
め
、
回
復
の
第
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

大
麻
依
存

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は
30
日
︵
木
︶
か
ら
、
公
認
協

会
認
定
の
米
国
最
新
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
資
格
講
座
を
開
催
す
る
。
週

１
回
２
時
間
８
回
コ
ー
ス
。
午

後
３
時
30
分
ま
た
は
６
時
30
分

ス
タ
ー
ト
。
会
場
は
２
番
街
と

45
丁
目
。
教
材
は
英
語
だ
が
日

本
語
訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語

も
両
方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ

り
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た

め
の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保

持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必

須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー

ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指
導

す
る
。
試
験
合
格
者
は
講
師
養

成
講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校

と
し
て
世
界
で
独
立
開
講
が
可

能
。
米
国
、
日
本
、
英
国
な
ど

で
公
式
称
号
の
下
、
活
動
で
き

る
。
講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

公
認
協
会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
武
石
越
路
さ
ん
︵
共

立
女
子
大
学
食
物
科
卒
業
︶。”

遺
伝
子
食
事
テ
ス
ト”

米
国
開

業
医
が
顧
問
。﹁
皆
で
１
２
０

歳
ま
で
元
気
に
楽
し
く
美
し

く
﹂
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
通
信
教

育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

︵
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本
語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
含
む
︶。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

楽しい
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若返りつつ
収入を

アンチエイジング講座
栄養コンサル資格育成

　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
財
団
・
庭

園
美
術
館
は
、
毎
月
第
１
金
曜

日
を
﹁
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
リ
ー
・

フ
ラ
イ
デ
ー
﹂
と
し
て
午
前
11

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
入
場

無
料
で
見
学
で
き
る
。
無
料
チ

ケ
ッ
ト
は
当
日
の
２
週
間
前
か

ら
公
式
サ
イ
ト
に
て
予
約
可
能

︵
定
員
制
の
た
め
予
約
推
奨
︶。

次
回
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
リ

ー
・
フ
ラ
イ
デ
ー
は
４
月
７
日

︵
予
約
開
始
は
３
月
24
日
︶。
20

世
紀
を
代
表
す
る
彫
刻
家
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
︵
１
９
０
４
〜
88
︶
自
身
の

手
で
１
９
８
５
年
に
創
設
、
存

命
作
家
が
自
作
を
公
開
す
る
目

的
で
設
立
・
デ
ザ
イ
ン
・
会
場

構
成
し
た
ア
メ
リ
カ
初
の
美
術

館
。
工
場
だ
っ
た
建
物
を
改

装
し
た
10
の
屋
内
展
示
室
と
屋

外
彫
刻
庭
園
か
ら
成
り
、
ノ
グ

チ
の
最
高
傑
作
の
ひ
と
つ
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
第
２
土

曜
日
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

は
、
日
本
語
で
の
会
話
型
ツ
ア

ー
も
開
催
。
次
回
の
開
催
日
は

４
月
８
日
。
月
・
火
曜
休
館
。

The Isamu Noguchi Foundation
 and Garden Museum

9-01 33rd Road, Long Island City, 
New York 11106

https://www.noguchi.org

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術
館
入
場
無
料
デ
ー

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://japanvillage.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 BOOKS
　

直
木
賞
や
芥
川
賞
と
い
う
歴

史
あ
る
権
威
の
文
学
賞
受
賞
作

品
で
あ
る
と
い
う
の
は
読
む
本

を
選
ぶ
際
に
、
大
き
な
理
由
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
が
、
最

近
で
は
本
屋
大
賞
受
賞
作
や
候

補
作
と
い
う
の
で
選
ぶ
こ
と
が

多
い
。
日
本
全
国
の
書
店
の
店

員
が
、
い
ち
ば
ん
売
り
た
い
本

と
し
て
投
票
で
選
ぶ
本
屋
大

賞
。
２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
の
こ
と
。
大
作
家
先
生
が

選
ぶ
作
品
よ
り
も
、
読
者
に
一

番
近
い
書
店
員
と
い
う
一
般
の

読
者
目
線
で
選
ば
れ
る
か
ら
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
度
︵
面
白

い
に
違
い
な
い
︶
で
信
頼
し
て

い
る
。
２
０
２
０
年
に
﹃
ア
ー

モ
ン
ド
﹄、
22
年
に
﹃
三
十
の

反
撃
﹄
で
２
度
に
わ
た
り
﹃
本

屋
大
賞
﹄
の
翻
訳
小
説
部
門
を

受
賞
し
た
の
は
韓
国
の
小
説

家
、
ソ
ン
・
ウ
ォ
ン
ピ
ョ
ン
。

彼
女
の
新
作
が
発
売
さ
れ
た
。

期
待
し
な
い
わ
け
が
な
い
。
短

編
集
で
、
８
篇
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
著
者
が
映
画
監
督
だ
か

ら
だ
ろ
う
映
画
を
観
て
い
る
よ

う
で
、
し
か
も
意
識
し
な
い
よ

う
に
包
ん
で
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の

奥
に
し
ま
っ
た
隠
し
た
い
感
情

が
む
き
出
し
に
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
が
８
回
も
来
る
。

　

双
子
の
母
で
あ
る
女
性
の
話

の
﹃
怪
物
た
ち
﹄
で
は
、
子
供

が
授
か
ら
ず
体
外
受
精
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
分
よ
り
も
若

く
て
つ
や
つ
や
の
女
性
の
映
像

を
観
て
得
ら
れ
る
夫
の
精
液
が

生
命
の
素
に
な
る
と
い
う
事
実

を
忌
々
し
く
感
じ
、
望
ん
で
い

る
の
は
自
然
な
愛
の
結
晶
な
の

に
別
の
世
界
に
い
る
と
い
う
違

和
感
を
感
じ
る
女
性
に
深
く
共

感
。
愛
が
あ
っ
て
人
間
が
生
ま

れ
る
の
は
思
い
込
み
で
だ
と
い

う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

﹃
ア
リ
ア
ド
ネ
の
庭
園
﹄
は
、

75
歳
以
上
は
自
ら
の
生
死
を
選

択
で
き
る
と
い
う
話
題
の
邦

画
、
脚
本
・
監
督
早
川
千
絵
の

﹃
プ
ラ
ン
75
﹄
と
傾
向
は
同
じ

で
、
韓
国
も
日
本
も
少
子
高
齢

化
で
高
齢
者
に
対
し
て
の
厳
し

い
態
度
で
辛
く
な
る
。
普
通
に

生
き
て
い
た
ら
高
齢
者
に
な
っ

た
だ
け
な
の
に
厄
介
者
扱
い
。

長
生
き
は
長
寿
と
お
祝
い
さ
れ

る
も
の
で
は
も
う
な
い
と
い
う

現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
。
減

少
す
る
人
口
を
補
う
移
民
に
つ

い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

﹃
ア
ー
モ
ン
ド
﹄
の
主
人
公

の
ユ
ン
ジ
ェ
が
少
し
だ
け
登
場

す
る
番
外
編
﹃
箱
の
中
の
男
﹄

は
冒
頭
の
伏
線
が
回
収
さ
れ
て

ま
さ
に
韓
国
ド
ラ
マ
だ
。
事
件

は
発
生
し
て
絶
望
は
す
る
の
だ

が
、
珍
し
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド
的
な

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
。

　

﹃
文
学
と
は
何
か
﹄
は
個
人

的
に
は
一
番
好
き
な
作
品
だ
っ

た
。
ま
る
で
博
士
課
程
の
論
文

の
よ
う
な
小
難
し
さ
に
読
む
気

が
失
せ
た
が
、
タ
イ
ト
ル
の
由

来
が
判
明
し
、
著
者
の
絶
妙
な

セ
ン
ス
に
う
な
っ
た
。
文
学
少

女
の
背
伸
び
す
る
気
持
ち
に
か

つ
て
の
自
分
を
重
ね
た
。

　

さ
て
、
今
作
品
は
本
屋
大
賞

２
作
品
と
は
違
う
翻
訳
家
の
吉

原
育
子
氏
で
あ
る
。
翻
訳
作
品

の
素
晴
ら
し
さ
は
原
作
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
翻
訳
に
よ
る
の
が
大

き
い
と
思
う
。
日
本
語
と
韓
国

語
は
文
法
が
同
じ
で
共
通
す
る

単
語
も
多
い
ら
し
い
。
諺
な
ど

中
国
か
ら
来
た
も
の
を
両
国
で

使
っ
て
い
る
の
で
理
解
し
や
す

い
。
欧
米
の
作
品
と
比
べ
る
と

読
み
や
す
い
の
は
こ
う
い
う
背

景
だ
か
ら
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
共
通
な
も
の
が
あ

っ
て
も
全
く
別
な
文
化
だ
。
日

本
の
文
学
は
隠
し
た
秘
め
た
思

い
を
繊
細
に
描
写
す
る
の
が
得

意
だ
と
思
う
。
韓
国
の
ド
ラ
マ

然
り
文
学
も
こ
こ
ま
で
過
酷
で

辛
い
気
持
ち
に
な
る
ま
で
掘
り

下
げ
な
く
て
も
い
い
の
で
は
と

思
う
が
、
熱
く
問
題
を
語
り
、

我
々
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
く

れ
る
。
膿
に
な
っ
た
気
持
ち
が

爆
発
し
病
巣
が
吹
き
飛
ぶ
。
だ

か
ら
国
境
を
越
え
て
言
葉
も
超

え
て
支
持
さ
れ
る
の
だ
と
思

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
山
河
藍
︶

人気 韓国作家の短編集
ソン・ウォンピョン・著

 祥伝社・刊

■麦本三歩の好きなもの　第二集（住野よる、幻冬舎文
庫）映画やアニメにもなった『君の膵臓がたべたい』の作
家、住野よるの人気シリーズ『麦本三歩の好きなもの』の
第二集が文庫本化された。大学の図書館に勤務する 20 代
の麦本三歩。合コンに行ったり、二日酔いに苦しんだり。
そんな彼女の日常が楽しく描かれる。■これでもいいの
だ（ジェーン・スー、中公文庫）アラフィフになると思っ
ていたことと現実が激しく異なる。『貴様いつまで女子で
いるつもりだ問題』で第 31 回講談社エッセイ賞を受賞し
た多方面で活躍するジェーン・スー。これでいいと肯定す
るエッセイ 66 篇。■両手にトカレフ（ブレイディみかこ、
ポプラ社）生活保護費をクスリに注ぎ込む母の代わりに弟
の面倒をみる 14 歳のミア。舞台は現代のイギリス。ミア
は図書館で一冊の本に出会う。『ある日本人女性の刑務所
回顧録』。著者の金子文子は大逆事件で 23 歳で獄中死した
アナキスト。文子が心の拠り所になる。■ 2040年の日本

（野口悠紀雄、幻冬舎新書）元大蔵省官僚であり、経済学
者の筆者が 2040 年の未来を予測。超高齢化で人口も減少
している状況で、現在と同じような暮らしができると人々
は思っているだろうが、そうではない。年金も医療も同じ
く受けられるためには介護や医療のテクノロジーの進歩に
よるという。国力、経済力他にも言及し、20 年後の未来
が好転するための提言をする。■食べるたのしみ（田辺聖子、中央公論新社）
2019 年 6 月に 91 歳で亡くなった田辺聖子。数多くの恋愛小説がベストセ
ラーになり、恋愛小説や現代語訳の源氏物語が有名だが、食べ物にまつわる
エッセイも多数執筆している。つくるのも食べるのも大好きな著者の、食に
まつわるエッセイを精選して一冊にまとめた本。■国盗り合戦〈一〉（稲葉稔、
集英社文庫）家光治世の時代。逼迫する財政に業を煮やした奥平藩藩主・宇
佐美安綱は、他藩の領地を奪い取ろうと画策する。狙われたのは肥沃な領土
を持つ隣の椿山藩だった。重臣任せでうつけと陰口を叩かれている藩主の本
郷宗政はそんな事態になっていることとは全く知らない。貪欲な大名と危機
感なしのお人好し大名が繰り広げる攻防戦。行方はいかに。( 山河藍 )
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

図
書
館
勤
務
20
代
女
性
の
日
常
小
説
。
ア
ラ
フ
ィ
フ
の
人
生
を
肯
定
す
る
エ
ッ
セ
イ
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
英
国
14
歳
少
女
の
心
の
友
。
20
年
後
の
日
本
が
好
転
す
る
た
め
に
は
。

田
辺
聖
子
の
食
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
大
名
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
攻
防
戦
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
西
部
に
実

在
す
る
絶
海
の
孤
島
﹁
ス
ケ
リ

ッ
グ
・
マ
イ
ケ
ル
﹂
に
住
む
ニ

シ
ツ
ノ
メ
ド
リ
の
赤
ち
ゃ
ん
、

パ
フ
ィ
ン
ち
ゃ
ん
が
主
人
公
の

絵
本
。
パ
フ
ィ
ン
ち
ゃ
ん
が
冒

険
の
旅
に
出
る
と
、
島
に
住
む

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
と
出

会
い
な
が
ら
、
ほ
か
の
動
物
の

優
し
さ
や
助
け
合
い
の
心
に
触

れ
た
り
、
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
た

り
す
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ト

ー
リ
ー
。
カ
モ
メ
、
ウ
サ
ギ
、

イ
ル
カ
、
タ
コ
な
ど
24
種
類
も

の
生
き
物
が
登
場
。
そ
の
挿
絵

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
魅
力
的
。

擬
音
表
現
も
た
く
さ
ん
出
て
き

て
、
繰
り
返
し
の
言
葉
も
あ
り
、

可
愛
い
パ
フ
ィ
ン
ち
ゃ
ん
が
み

ん
な
を
助
け
、
助
け
ら
れ
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
読
み
聞
か
せ
る

と
、
一
緒
に
冒
険
し
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
本
。
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
自
然
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
も
わ
か
る
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン

在
住
の
児
童
文
学
作
家
に
よ
る

同
国
で
大
人
気
の
シ
リ
ー
ズ
絵

本
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
パ

フ
ィ
ン
ち
ゃ
ん
ど
こ
に
い
る
の

?
ス
ケ
リ
ッ
グ
島
の
ぼ
う
け

ん
﹄︵
鳥
影
社
︶
。　
　
　

︵
高
田
︶

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
孤
島
で
大
冒
険

 『Where are you, Puffl ing?』
 Written by Erika McGann & Gerry Daly 

Published by The O'Brien Press

https://usa.kinokuniya.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://www.nyseikatsu.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

 
　
弥
生
時
代
、
渡
来
し
て
き

た
太
陽
崇
拝
す
る
民
族
の
ウ
ガ

ヤ
︵
上
伽
耶
︶
、
ア
ラ
カ
ヤ
︵
下

伽
耶
︶
が
﹁
記
・
紀
﹂
に
﹁
大

和
根
の
国
﹂
と
記
さ
れ
る
出
雲

国
を
開
拓
し
、
ア
ラ
カ
ヤ
は
出

雲
に
残
り
ウ
ガ
ヤ
は
東
に
進
ん

で
現
在
の
斑
鳩
︵
イ
カ
ル
ガ
︶

と
呼
ば
れ
る
地
域
を
中
心
に
勢

力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
説
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
地
域
名
な
ど
の

呼
び
方
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
と

い
う
。
例
︶
﹁
出
雲
神
社
﹂
は

ア
ダ
カ
ヤ
神
社
と
訓
し
、
﹁
斑

鳩
﹂
は
ウ
ガ
ヤ
カ
︵
＝
処
︶
が

動
い
て
︵
イ
ゴ
ク
︶
↓
イ
カ
ル

ガ
に
転
じ
た
も
の
。
さ
ら
に
、

ウ
ガ
ヤ
＝
ヤ
マ
ト
︵
太
陽
の
土

地
を
意
味
す
る
︶
＝
ヤ
マ
ハ
ト

＝
斑
鳩
と
の
こ
と
。
さ
て
そ
の

一
方
で
、﹁
熊
信
仰
﹂︵
日
照
り

が
つ
づ
く
干
害
か
ら
、
雨
を
降

ら
す
﹁
黒
い
雲
﹂
を
祈
願
す
る

よ
う
に
な
っ
た
人
々
の
こ
と
︶

す
る
ク
マ
ソ
︵
熊
襲
︶
と
呼
ば

れ
た
渡
来
人
が
九
州
に
や
っ
て

き
て
自
分
た
ち
の
故
郷
と
し
定

着
す
る
も
や
が
て
東
征
を
始
め

た
。
そ
の
こ
と
に
危
機
感
を
感

じ
た
太
陽
信
仰
す
る
景
行
天
皇

は
、
息
子
で
あ
る
小
碓
命
︵
オ

ウ
ス
ノ
ミ
コ
ト
︶
＝
︵
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
︶
に
彼
ら
の
本
拠
地
で

あ
る
九
州
征
伐
に
乗
り
だ
す
命

を
下
し
た
。
そ
し
て

見
目
う
る
わ
し
い
美

少
年
だ
っ
た
オ
ウ
ス

は
女
装
し
、
ク
マ
ソ

の
頭
目
の
川
上
梟
帥

︵
か
わ
か
み
た
け
る
︶

を
油
断
さ
せ
て
討
っ

た
。
目
頭
は
、﹁
わ
が
国
で
は
、

私
よ
り
強
い
も
の
は
お
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
︵
日
本
武
尊
︶
と
名
乗
っ
て

下
さ
い
﹂
と
い
っ
て
息
絶
え
た

こ
と
は
今
で
も
語
り
草
に
な
っ

て
い
る
。

　
や
が
て
、
西
暦
３
６
０
年
代

に
な
る
と
太
陽
信
仰
族
の
最

後
の
王
と
い
わ
れ
る
仲
哀
天

皇
︵
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
子
︶
の

死
を
も
っ
て
、
ヤ
マ
ト
の
国
は

熊
信
仰
族
に
よ
る
第
二
期
大
和

王
朝
が
成
立
し
、
仁
徳
天
皇
以

下
、
河
内
王
朝
を
経
て
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

こ
と
は
、
出
雲
国
の
主
人
公
で

あ
っ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
︵
大
国

主
命
︶
＝
﹁
意
宇
国
之
主
︵
オ

ウ
ク
ニ
ノ
ヌ
シ
︶﹂
の
﹁
意
宇

郡
︵
お
う
ぐ
ん
︶
＝
出
雲
国
最

大
の
郡
﹂
に
祭
ら
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
出
雲
大
社
が
、
意
宇
国

︵
出
雲
︶の
端
に
創
建
さ
れ
、﹃
熊

の
権
現
﹄
を
祭
る
出
雲
国
一
の

宮
・
熊
野
大
社
が
出
雲
国
最
大

の
意
宇
郡
︵
お
う
ぐ
ん
︶
松
江

市
郊
外
の
山
間
、
意
宇
川
沿
い

に
建
立
さ
れ
た
由
縁
で
あ
る
と

思
え
る
。
さ
ら
に
、
出
雲
大
社

の
祭
祀
を
代
々
担
う
出
雲
国
造

家
が
、
元
は
本
拠
地
で
あ
っ
た

こ
の
辺
り
に
熊
野
大
神
を
奉
斎

し
た
の
は
古
代
出
雲
に
お
い
て

最
も
重
要
な
神
社
だ
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
い
う
。

　
さ
て
、
神
話
の
な
か
で
も
因

幡
の
白
兎
を
救
っ
た
心
優
し
い

大
国
主
命
の
良
縁
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
慈
愛
︵
Ｊ

Ｉ
Ａ
Ｉ
︶
が
株
式
会
社
ク
ロ
ス

フ
ォ
ー
か
ら
お
目
見
え
し
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の
べ
み
え
︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/
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﹁
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﹃
出
雲
国
の
主
人
公
　
大
国
主
命
﹄
２
﹂
35

　
高
速
バ
ス
で
仙
台
か
ら
石
巻

に
向
か
い
、
そ
の
日
の
午
後
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
を
訪

れ
た
。
瓦
礫
の
山
は
小
さ
く
な

り
、
道
路
や
橋
も
補
修
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
。

　
津
波
で
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
流

さ
れ
、
横
倒
し
に
な
っ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
、
今
も
そ

の
ま
ま 

浜
に
残
さ
れ
て
い
た
。

建
物
の
中
に
は
雑
草
が
生
え
て

い
る
。

　
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
も
訪

れ
た
。
児
童
と
教
職
員
を
合
わ

せ
て
、
八
十
四
人
が
死
亡
、
あ

る
い
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

　
足
場
の
悪
い
裏
山
に
逃
げ
る

か
、
橋
の
た
も
と
に
避
難
す
る

か
ー
ー
。
結
局
、
逃
げ
遅
れ
、

橋
の
た
も
と
に
避
難
し
始
め
た

直
後
に
、
津
波
に
襲
わ
れ
た
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
、
ま
さ
に
私
た
ち
が
立
っ

て
い
る
こ
の
場
所
で
、
た
く
さ

ん
の
幼
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ

の
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
言

葉
を
失
う
。

　
校
舎
は
荒
れ
果
て
、
天
井
板

が
は
が
れ
、
電
気
の
配
線
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。﹁
〇

月
〇
日 

〇
曜
日 
日
直
﹂
と
書

か
れ
た
黒
板
だ
け
が
、
そ
こ
が

学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
部
屋
も
あ
る
。

　
泥
ま
み
れ
の
小
さ
い
机
や
椅

子
に
、
寄
り
添
う
よ
う
に
転
が

っ
て
い
る
の
は
、
玉
入
れ
の
籠

だ
ろ
う
か
。
二
年
生
、
五
年
生

と
書
か
れ
た
立
札
も
、
運
動
会

で
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
校
舎
の
前
に
は
被
災
学
童
鎮

魂
供
養
塔
婆
が
立
ち
、
色
と
り

ど
り
の
花
の
傍
ら
で
、
穏
や
か

な
表
情
の
お
地
蔵
様
が
両
手
を

合
わ
せ
て
い
る
。
色
鮮
や
か
な

か
ざ
ぐ
る
ま
は
、
潮
風
に
吹
か

れ
て
ク
ル
ク
ル
回
り
、
天
国
に

い
る
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
卒
業
生
の
作
品
な
の
だ
ろ

う
。
銀
河
鉄
道
ら
し
き
列
車
が

描
か
れ
た
壁
画
の
角
は
崩
れ
落

ち
、宮
沢
賢
治
の
詩
の
一
部﹁
モ

マ
ケ
ズ
﹂﹁
ニ
モ
マ
ケ
ズ
﹂
だ

け
が
痛
々
し
く
残
っ
て
い
た
。

　
仙
台
か
ら
石
巻
へ
向
か
う
高

速
バ
ス
で
出
会
っ
た
、
ス
テ
ィ

ー
ブ
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

　

あ

そ

こ

に A
ngel of 

H
ope (

希
望
の
天
使)

と
呼

ば
れ
る
像
が
あ
っ
た
。
悲
劇
か

ら
二
年
以
上
経
っ
た
今
も
、
こ

う
し
て
あ
の
学
校
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
、
僕
ら
は
君
た
ち
を
忘

れ
て
い
な
い
ん
だ
よ
、
と
伝
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ

が
、
日
本
の
人
た
ち
が
希
望
を

失
わ
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
れ

ば
、と
僕
は
願
っ
て
い
る
ん
だ
。

　
震
災
か
ら
数
年
経
っ
て
も
同

じ
よ
う
な
思
い
で
、
国
内
だ
け

で
な
く
海
外
か
ら
も
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
石
巻
に
来
て
い

た
。
作
業
は
瓦
礫
の
撤
去
な
ど

か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設

置
、
仮
設
住
宅
訪
問
な
ど
、
被

災
者
の
生
活
支
援
に
変
わ
り
つ

つ
あ
っ
た
。
草
む
し
り
の
よ
う

な
地
味
な
仕
事
も
多
い
の
に
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
役
に
立
て
れ

ば
、と
自
分
で
渡
航
費
を
払
い
、

こ
の
た
め
だ
け
に
日
本
を
訪
れ

て
い
た
。
地
元
の
人
た
ち
に
負

希
望
の
天
使

エッセイ連載 36

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、
寝

袋
や
作
業
用
の
手
袋
、
丈
の
長

い
ゴ
ム
製
の
胸
付
き
前
掛
け
な

ど
も
、
自
分
た
ち
で
用
意
し
て

き
た
。
二
年
前
か
ら
石
巻
に
住

み
続
け
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
に

も
出
会
っ
た
。

　
石
巻
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
終
え
て
、
夜
、
地
元
の
銭
湯

へ
行
く
と
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性

が
四
、 

五
人
、
湯
船
に
浸
か
っ

て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
。

私
が
声
を
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
と
知
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
夫
が
来
て
い
た

の
で
、
今
度
は
私
の
番
な
ん
で

す
、と
ひ
と
り
が
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く

れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

　M
y pleasure.

　
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
こ
ち

ら
こ
そ
。

　
そ
れ
は
私
の
喜
び
び
で
す
。

　
こ
こ
に
も
、
希
望
の
天
使
が

い
た
。

　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
５
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
じ
か
ん
﹄

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
３
月

か
ら
導
入
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

シ
ー
ト
マ
ッ
プ
機
能
に
よ
り
、

12
歳
未
満
の
子
供
は
、
チ
ケ
ッ

ト
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

行
す
る
大
人
の
隣
に
座
席
指
定

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。
同
機
能
で

は
、
ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
座
席
検

索
エ
ン
ジ
ン
が
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
の
空
席
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
プ
リ
フ
ァ
ー
ド
シ
ー

ト
︵
事
前
指
定
有
料
席
︶
も
無

料
で
提
供
す
る
。
同
社
に
よ
る

と
、
現
在
、
他
の
多
く
の
航
空

会
社
は
、
家
族
に
隣
り
合
っ
た

座
席
を
用
意
す
る
た
め
、
無
作

為
に
座
席
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た

り
、
搭
乗
口
で
他
の
乗
客
に
座

席
の
変
更
を
依
頼
す
る
な
ど
、

手
作
業
に
近
い
方
法
を
採
用
し

て
い
る
た
め
、
搭
乗
手
続
き
に

よ
り
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し

て
い
る
と
い
う
。 

　
な
お
、
搭
乗
直
前
の
フ
ラ
イ

ト
予
約
や
、
フ
ラ
イ
ト
が
満
席

の
場
合
、
ま
た
予
定
外
の
機
材

変
更
な
ど
で
隣
同
士
の
座
席
が

利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
同
じ

搭
乗
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
、
目
的

地
が
同
じ
フ
ラ
イ
ト
で
隣
同
士

の
座
席
が
確
保
で
き
る
別
便
に

無
料
で
変
更
す
る
こ
と
も
可

能
。

お
子
様
と
ご
一
緒
の
空
の
旅
を

Ｕ
A
航
空
が
座
席
指
定
無
料
に

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.licensepower.net/
http://www.yamagatadental.net/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
http//mijikan.blogspot.com/
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
、

7
日
に
令
和
4
年
度
初
等
部
第

29
回
・
中
等
部
第
24
回
卒
業
式

を
行
っ
た
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
で
挙
行
さ
れ
、
卒
業
生
の
門

出
を
祝
っ
た
。

　

卒
業
生
は
初
等
部
6
年
生
が

6
人
、中
等
部
9
年
生
が
12
人
。

学
級
担
任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て

校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取

っ
た
後
、
1
人
1
人
が
ス
テ
ー

ジ
か
ら
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
活

動
で
の
思
い
出
、
こ
れ
か
ら
の

目
標
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
を
胸
を
張
っ
て
堂
々
と

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
首
席
領
事
の
遠
藤
氏
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
学
校
運
営

委
員
長
の
若
林
氏
は
祝
辞
を
贈

っ
た
。
在
校
生
は
卒
業
生
へ
の

お
別
れ
の
言
葉
と
し
て
、
卒
業

生
１
人
１
人
に
思
い
出
と
感
謝

の
言
葉
、
今
後
自
分
た
ち
が
担

っ
て
行
く
決
意
を
発
表
し
た
。

卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
感
謝
や

喜
び
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
歌
に
込

め
た
。
初
等
部
・
中
等
部
の
最

高
学
年
と
し
て
、
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
卒

業
生
。
最
高
学
年
の
バ
ト
ン
を

下
級
生
に
渡
し
、
児
童
生
徒
全

員
が
卒
業
を
祝
福
し
た
。
最
後

の
卒
業
生
の
見
送
り
で
は
、
児

童
生
徒
が
花
道
を
作
り
大
き
な

拍
手
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

令
和
４
年
度
卒
業
式

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
、
中
等

部
27
人
︶
は
３
日
、﹁
９
年
生

を
送
る
会
﹂
を
行
っ
た
。
こ
の

日
に
向
け
て
、
実
行
委
員
を
中

心
に
７
・
８
年
生
が
心
を
込
め

て
準
備
を
進
め
て
き
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

思
い
出
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
全
員
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　

７
・
８
年
生
の
代
表
生
徒
が
、

先
輩
へ
の
感
謝
や
こ
れ
か
ら
Ｎ

Ｊ
校
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で

い
く
と
い
っ
た
決
意
を
話
し
た

後
、
９
年
生
一
人
ひ
と
り
か
ら

卒
業
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。

後
輩
た
ち
に
向
け
て
、
思
い
出

や
今
後
へ
の
期
待
な
ど
素
直
な

思
い
を
語
る
９
年
生
の
言
葉

に
、
参
加
し
た
保
護
者
や
下
級

生
た
ち
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。

中
心
と
な
っ
て
会
を
進
め
て
い

る
８
年
生
の
姿
か
ら
、
Ｎ
Ｊ
校

が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
受
験
の

為
に
一
時
帰
国
を
し
て
い
た
９

年
生
が
久
し
ぶ
り
に
全
員
揃

い
、
Ｎ
Ｊ
校
の
温
か
い
絆
が
見

え
る
心
温
ま
る
会
と
な
っ
た
。

９年生を送る会 NJ日本人学校で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
6
年

生
7
人
、
９
年
生
13
人
が
３
月

２
日
、
卒
業
の
日
を
迎
え
た
。

　

ま
ず
、
校
長
よ
り
一
人
一
人

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

生
徒
は
担
任
の
呼
名
に
力
強
く

返
事
を
し
、
堂
々
と
し
た
態
度

で
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
来
賓

の
祝
辞
や
校
長
の
式
辞
、
在
校

生
代
表
の
４
・
５
・
７
・
８
年
生

か
ら
の
送
辞
、
合
唱
を
聞
く
卒

業
生
の
表
情
か
ら
は
、
大
勢
の

人
か
ら
祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
噛
み
し
め
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
。

　

６
年
生
の
﹁
門
出
の
言
葉
﹂

は
１
年
間
の
学
校
生
活
を
振
り

返
り
、
一
人
一
人
が
呼
び
掛
け

を
行
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

協
力
し
て
過
ご
し
た
こ
と
、
学

校
行
事
で
友
達
の
優
し
さ
に
触

れ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

を
通
し
て
心
も
体
も
大
き
く
成

長
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
。
ま

た
12
年
間
育
て
て
く
れ
た
両
親

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
心
を
込

め
て
伝
え
た
。
最
後
に
７
人
の

心
を
一
つ
に
し
て
合
唱
曲
﹁
旅

立
ち
の
日
に
﹂
を
歌
っ
た
。

　

９
年
生
は
、
受
験
を
終
え
た

生
徒
が
順
次
戻
り
、
全
員
で
卒

業
式
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
13
人
の
思
い
を
胸
に
、

代
表
が
答
辞
を
述
べ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
で
経
験

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
人
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
、
こ

れ
か
ら
も
夢
や
希
望
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

伝
え
た
。
ま
た
ク
ラ
ス
全
員
で

歌
っ
た
﹁
手
紙 

〜
拝
啓 

十
五

の
君
へ
〜
﹂
で
は
会
場
全
体
に

美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　

子
供
た
ち
の
姿
か
ら
、
今
ま

で
の
感
謝
と
未
来
に
向
か
っ
て

力
強
く
歩
も
う
と
す
る
気
持
ち

が
伝
わ
り
、
感
動
に
溢
れ
た
素

晴
ら
し
い
式
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

卒
業
証
書
授
与

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
５
日
、

幼
稚
園
部
に
よ
る
﹁
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
﹂
を
実
施
し
た
。
雛

具
屋
さ
ん
、お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
、

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
３

店
を
体
験
す
る
形
式
で
、
子
供

た
ち
は
エ
プ
ロ
ン
姿
で
お
店
屋

さ
ん
役
を
担
当
し
た
り
、
交
代

し
て
お
客
さ
ん
役
を
担
当
し
た

り
し
て
、
親
子
で
買
い
物
体
験

を
楽
し
ん
だ
。

　

お
店
屋
さ
ん
役
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
各
ク
ラ
ス
で
作
成
し

て
き
た
お
雛
様
や
羽
子
板
、
お

も
ち
ゃ
、
ピ
ザ
セ
ッ
ト
な
ど
の

ク
ラ
フ
ト
を
並
べ
て
準
備
し
、

﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
﹂﹁
ど
ち

ら
に
し
ま
す
か
？
﹂
と
声
を
か

け
、
売
り
切
れ
る
と
ど
の
子
も

満
足
そ
う
に
し
て
い
た
。
お
客

さ
ん
役
は
手
作
り
の
お
財
布
と

お
金
を
持
っ
て
﹁
い
く
ら
で
す

か
？
﹂
と
聞
き
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
商
品
を
購
入
し
て
い

た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
、
自
分

た
ち
で
お
金
を
払
っ
て
商
品
を

手
に
す
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る

の
が
わ
か
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。
実
生

活
で
必
要
な
買
い
物
を
す
る
時

の
言
葉
や
品
物
と
お
金
の
や
り

と
り
を
、
遊
び
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

お店屋さん

ごっこリアル！
プリンストン日本語学校

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
制

課
程
幼
児
部
で
は
、３
月
２
日
、

外
部
講
師
を
招
き
お
茶
の
会
を

行
っ
た
。
昨
年
に
続
い
て
の
こ

の
行
事
は
、
ま
ず
講
師
に
よ
る

茶
道
の
歴
史
に
関
す
る
紹
介
か

ら
は
じ
ま
っ
た
。
戦
国
時
代
、

天
下
人
だ
っ
た
豊
臣
秀
吉
か
ら

使
命
を
受
け
、
茶
道
を
広
め
、

影
響
を
及
ぼ
し
た
千
利
休
な
ど

の
話
を
、
講
師
は
や
さ
し
い
言

葉
づ
か
い
で
丁
寧
に
説
明
し
て

い
っ
た
。
そ
の
説
明
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
茶
道
の
精
神
を

示
す
心
得
﹁
和
敬
清
寂
﹂
だ
。

子
ど
も
た
ち
が
黙
っ
て
、
神
妙

な
顔
つ
き
で
聞
き
入
っ
た
と
こ

ろ
、
行
儀
よ
く
静
か
に
耳
を
傾

け
る
行
為
こ
そ
、
そ
の
心
得
を

実
践
す
る
も
の
と
講
師
か
ら
お

褒
め
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
。

茶道の精神学ぶ
リセ・ケネディ日本人学校

http://ze-edu.com
http://www.seido.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

櫻
井
幹
也
校
長)

の
中

等
部
は
、
2
月
23
日
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
国
連
国
際
学
校
︵
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｓ)

の
生
徒
47
人
を
迎

え
、
日
本
文
化
の
体
験
交
流
を

行
っ
た
。
開
会
式
で
は
、
現
地

校
よ
り
編
入
学
し
た
Ｎ
Ｊ
校
生

徒
が
司
会
を
務
め
、
ウ
ェ
ル
カ

ム
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
暢
な
英
語

で
伝
え
た
。
そ
の
後
、 

3
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
生

徒
は
、﹁
折
り
紙
・
書
道
・
剣
道
﹂

の
各
コ
ー
ス
へ
と
誘
わ
れ
文
化

体
験
を
行
っ
た
。

　

折
り
紙
コ
ー
ス
は
﹁
手
裏

剣
﹂
を
作
る
活
動
を
行
っ
た
。

完
成
画
像
と
制
作
手
順
を
ス
ラ

イ
ド
で
示
し
、
英
語
で
説
明
。

そ
の
後
の
活
動
も
英
語
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。
書
道
コ
ー
ス
で

は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
生
徒
の
﹁First 

N
am

e

﹂
が
漢
字
で
表
記
さ
れ
、

そ
れ
を
習
字
半
紙
に
書
い
た
。

剣
道
コ
ー
ス
で
は﹁
剣
道
の
型
﹂

を
木
刀
で
練
習
し
、﹁
新
聞
紙

を
切
る
﹂と
い
う
活
動
を
し
た
。

ど
の
コ
ー
ス
も
完
成
イ
メ
ー
ジ

や
手
順
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
た

り
、
英
語
で
説
明
し
た
り
と
、

英
語
科
や
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
学
習
が
活

か
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｊ
校
生
徒
は
こ
の
会
の
た

め
に
、
開
閉
会
式
、
文
化
体
験
、

活
動
サ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
﹁
お

も
て
な
し
﹂精
神
で
対
応
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
生
徒
は
﹁
み
ん
な
は

英
語
が
上
手
﹂﹁
教
え
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
﹂
と
感
想
を
伝

え
て
く
れ
た
。
Ｎ
Ｊ
校
生
徒
は

﹁
英
語
で
お
も
て
な
し
で
き
た

こ
と
﹂﹁
日
本
文
化
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
﹂
が
実
感

で
き
た
。

国
連
国
際
学
校
と
交
流

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
10
日
、

修
了
式
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
校
長
が
児
童
生
徒
代

表
へ
修
了
証
書
を
手
渡
し
、
学

校
生
活
を
通
し
て
前
向
き
に
頑

張
っ
た
と
子
ど
も
た
ち
を
称
え

た
。
ま
た
、
自
分
を
信
じ
て
努

力
す
る
こ
と
が
大
き
な
成
長
に

な
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
ま
た
﹁
出
会
い
と
別
れ

の
Ｇ
Ｊ
Ｓ
﹂
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
４
月
か
ら
Ｇ
Ｊ
Ｓ
に
通
う

子
、
別
の
学
校
へ
通
う
子
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な

っ
て
も
、
仲
間
と
Ｇ
Ｊ
Ｓ
で
過

ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
に
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
児
童
生
徒
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
初
等

部
の
代
表
児
童
は
、
１
年
間
で

成
長
し
た
３
つ
の
こ
と
を
述

べ
、
来
年
度
に
向
け
て
の
決
意

を
発
表
し
た
。
中
等
部
の
代
表

生
徒
は
﹁
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
自
分
の
成
長
を

実
感
で
き
た
。
４
月
か
ら
は
先

輩
と
な
る
の
で
後
輩
の
模
範
に

な
る
よ
う
な
行
動
を
心
掛
け
た

い
﹂
と
発
表
し
た
。

　

1
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
学
習
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

は
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
修
了
式

と
な
り
、
来
年
度
も
み
ん
な
で

と
も
に
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

ろ
う
と
誓
い
合
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

修
了
式
開
催

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
親
も
子
ど
も
も
安
心
し
て

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
現
地
に
て
３
月
26
日

︵
日
︶、
４
月
23
日(

日
︶
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
を
日
本
語
で
実
施

す
る
。
参
加
費
は
無
料
、
現
地

集
合
解
散
。
当
日
は
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
か
ら
の
解
説
の
ほ
か
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
︵
高

校
生
︶
も
参
加
し
、
キ
ャ
ン
プ

の
雰
囲
気
を
体
験
で
き
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
地
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ

ル
自
然
保
護
区
に
あ
る
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
︵
Ｎ
Ｙ
州

ク
ラ
リ
ー
ビ
ル
、
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
ロ
ー
ド
２
０
０
０
番
地
︶

で
、
自
然
環
境
、
施
設
、
ス
タ

ッ
フ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
で

北
米
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル
と

し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
同

じ
よ
う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
仲
間
と
か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
過
ご
し
、
国
際
人
と
し
て

の
足
場
を
築
い
て
い
く
。
そ
ん

な
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
キ
ャ

ン
プ
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
日
本
語
で

Ｅ

メ

ー

ルtokyo-info@
frostvalley.org

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
ym

catfv.org

を
参
照
す
る
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
見
学

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
︵
川

﨑
淳
一
郎
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
２
７
人
︶
は
２
月
25
日
、
６

年
生
を
送
る
会
を
行
っ
た
。
３

月
に
卒
業
す
る
初
等
部
６
年
生

を
祝
う
会
で
、
ま
ず
初
め
に
滝

教
頭
が
﹁
将
来
国
際
人
と
し
て

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
初
等
部
卒
業
生
だ
と
い
う
自

覚
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
ど
の
道
に
進
む
に
し
て
も

日
本
語
で
の
学
習
を
ぜ
ひ
続
け

て
ほ
し
い
﹂
と
伝
え
た
。
そ
の

後
、
幼
児
部
か
ら
５
年
生
の
児

童
生
徒
が
学
年
毎
に
、
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
合

唱
、
群
読
な
ど
を
発
表
し
た
。

こ
の
１
年
間
で
学
習
し
た
詩
の

朗
読
や
歌
の
贈
り
物
を
通
し

て
、
6
年
生
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
卒
業
を
祝
っ
た
。

　

６
年
生
は
在
校
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
一
人
ず
つ
発
表
し
て

エ
ー
ル
を
送
り
、﹁
君
を
の
せ

て
﹂
の
合
唱
を
披
露
し
た
。
卒

業
生
代
表
の
酒
井
祐
豪
君
は

﹁
コ
ロ
ナ
渦
で
は
先
生
や
保
護

者
に
助
け
て
も
ら
え
て
頑
張
れ

た
。
運
動
会
が
復
活
し
て
リ
レ

ー
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
ゴ
ー
ル

を
し
優
勝
し
た
時
に
は
、
毎
週

の
新
出
漢
字
と
の
闘
い
の
疲
れ

も
一
気
に
吹
っ
飛
ん
だ
気
が
し

た
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
も
っ

と
漢
字
を
勉
強
し
た
い
﹂
と
、

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　

２
月
18
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校
︵
高
畑
誠
校
長
︶
で
児
童
会

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
２
０
２
３

年
度
の
児
童
会
役
員
選
出
に
あ

た
り
現
５
年
生
か
ら
会
長
、
副

会
長
、
書
記
の
３
役
を
決
め
る

重
要
な
選
挙
。
10
人
の
立
候
補

者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
な
ぜ
立
候
補

に
至
っ
た
の
か
、
児
童
会
の
今

後
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
の
か
等
々
、
有
権
者

︵
現
５
・
６
年
生
︶
の
前
で
熱
弁

を
振
る
っ
た
。
野
茂
英
雄
選
手

の
一
文
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
し
に

は
ス
テ
ッ
プ
す
ら
踏
め
な
い
こ

と
を
自
分
の
立
候
補
理
由
に
準

え
る
候
補
者
も
い
て
、
聞
く
者

の
関
心
を
ひ
い
て
い
た
。
今
回

の
選
挙
で
選
ば
れ
た
役
員
は
４

月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
、
公

約
に
掲
げ
た
想
い
を
具
体
化
し

て
い
く
。

楽しい
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
州
院
京
書
道
会
６
才

小
川
　
ま
り
ん

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
中
３

千
葉
　
吏
桜

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
３

三
原
　
理
恵

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
３

境
谷
　
彩
羽

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２水

谷
　
け
い

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

平
山
　
稀
菜
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﹁
あ
な
た
は
い
つ
幸
せ
を
感

じ
ま
す
か
﹂
と
聞
か
れ
た
ら
、

何
と
答
え
ま
す
か
。
僕
は
朝
、

昼
、
晩
に
食
べ
る
ご
飯
で
す
。

こ
れ
ら
の
食
事
は
僕
に
と
っ

て
、
と
て
も
大
切
で
幸
せ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

　

朝
ご
飯
は
、
母
が
作
っ
て

く
れ
ま
す
。
毎
朝
六
時
に
、

朝
早
く
か
ら
僕
の
た
め
だ
け

に
起
き
て
く
れ
、
作
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
は
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
の
中
に

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
く
れ
る
母
親
は
多
く
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
朝
、
温
か
く
お
い
し
い
母

の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ

と
僕
は
思
い
ま
し
た
。

　

昼
ご
飯
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
友
達
と
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

友
達
と
は
、
無
限
と
言
っ
て

も
よ
い
ほ
ど
の
尽
き
な
い
話

題
に
、
笑
い
な
が
ら
食
べ
ま

す
。
ふ
ざ
け
あ
っ
た
り
、
時

に
は
真
剣
な
話
を
し
た
り
と
、

何
に
つ
い
て
も
話
せ
る
友
達

は
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ

く
は
こ
の
よ
う
な
友
達
が
い

る
学
校
生
活
が
と
て
も
大
切

で
有
意
義
な
時
間
だ
と
思
い

ま
す
。

　

僕
は
一
日
の
最
後
に
く
る

晩
御
飯
で
最
も
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。
晩
御
飯
は
大
抵
の
場

合
、
家
で
家
族
と
一
緒
に
食

べ
ま
す
。
そ
の
日
学
校
で
起

こ
っ
た
こ
と
や
そ
の
日
に
起

こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。
僕
は
家
族
と
一
緒

に
ご
飯
を
食
べ
る
と
、﹁
今
日

も
一
日
を
無
事
に
過
ご
し
た
。

今
日
も
み
ん
な
で
ご
飯
が
食

べ
ら
れ
た
。﹂
と
、
と
て
も
幸

せ
で
温
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
世
界
で
ご
飯
が
満
足

に
食
べ
ら
れ
な
い
人
が
い
る

の
に
対
し
、
毎
日
、
毎
日
ご

飯
に
よ
っ
て
小
さ
な
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
た
い
し
、

誇
り
に
思
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
５
年
︶

  

﹁
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え

る
側
に
な
る
﹂
こ
れ
は
僕
が

生
徒
会
選
挙
に
立
候
補
し
た

と
き
述
べ
た
言
葉
で
す
。

　

僕
は
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
仲
間
に
支

え
ら
れ
、
今
こ
う
し
て
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

二
年
前
の
僕
は
そ
う
で
は
な

く
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
陥
り
、

ず
っ
と
家
に
引
き
こ
も
っ
て

い
る
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

元
々
小
学
校
の
と
き
の
僕
は
、

ど
ち
ら
か
言
う
と
前
向
き
な

性
格
で
、
い
つ
も
学
校
か
ら

帰
る
と
す
ぐ
外
に
行
き
、
公

園
で
遊
ん
だ
り
習
い
事
に
行

っ
た
り
す
る
よ
う
な
平
凡
な

小
学
生
で
し
た
。　
　
　

　

小
学
校
六
年
の
と
き
、
父

の
転
勤
で
ア
メ
リ
カ
に
来

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
。

二
〇
二
〇
年
三
月
に
ア
メ
リ

カ
に
来
た
の
で
す
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
期
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
四
か
月
の
間
現
地
校

に
籍
を
置
い
て
い
た
の
で
す

が
、
登
校
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
さ

え
な
か
っ
た
の
で
、
毎
日
指

定
さ
れ
た
宿
題
を
や
る
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
に
出
る
こ
と
も
で
き
ず
、

学
校
に
も
行
け
ず
、
友
達
を

作
ろ
う
と
も
作
る
環
境
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

状
態
で
陥
っ
た
の
が
ゲ
ー
ム

依
存
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ゲ

ー
ム
な
ら
家
で
も
で
き
る
し
、

簡
単
に
暇
つ
ぶ
し
で
き
る
か

ら
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

な
か
な
か
行
動
に
う
つ
せ
ず
、

負
の
連
鎖
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
状
態
は
三
か

月
ほ
ど
続
き
、
六
年
生
の
約

半
分
を
学
校
に
行
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
最
も
大
切
な
六
年

生
の
半
分
を
休
ん
で
し
ま
っ

た
影
響
で
、
人
前
で
話
す
こ

と
が
怖
く
な
り
、
話
そ
う
と

し
て
も
う
ま
く
口
が
ま
わ
ら

な
い
…
。
以
前
の
僕
と
は
ま

っ
た
く
違
う
人
間
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
頃

の
僕
は
ど
ん
底
に
落
ち
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
僕
を
心
配
し
た
両

親
が
、
Ｇ
Ｊ
Ｓ
に
転
校
す
る

こ
と
を
す
す
め
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ど
ん
底
に
落

ち
て
い
た
僕
を
、
Ｇ
Ｊ
Ｓ
が

助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
最

初
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
し

た
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
が

増
え
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
行

け
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
学
校
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
七
年
生
に
な
っ
た

二
〇
二
一
年
四
月
、
つ
い
に

一
斉
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

過
ご
し
て
い
く
う
ち
に
少
し

ず
つ
問
題
点
が
生
じ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
頭
の
回
転
が

遅
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
大
き
く
低
下

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
、

あ
ん
ま
り
長
い
間
他
の
人
と

し
ゃ
べ
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
以
前
は
話
し
上
手
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
手

く
話
を
ま
と
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
僕
を
Ｇ
Ｊ

Ｓ
中
等
部
の
み
ん
な
が
受
け

入
れ
て
く
れ
、
よ
く
話
し
か

け
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
僕

は
、
久
し
ぶ
り
に
友
達
と
話

せ
た
嬉
し
さ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
、
前
向
き
な
自
分
を
取
り

戻
し
、
色
々
な
人
と
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
会

の
応
援
団
に
立
候
補
し
た
り
、

ク
ラ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

実
行
委
員
を
経
験
し
た
り
し

て
、
少
し
ず
つ
自
分
に
自
信

が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

　

七
年
生
か
ら
八
年
生
に
な

り
、
初
等
部
か
ら
ず
っ
と
一

緒
に
い
た
仲
間
が
二
人
、
日

本
へ
本
帰
国
に
な
り
、
Ｇ
Ｊ

Ｓ
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
あ
の
と
き
の
自
分
を

支
え
て
く
れ
た
二
人
が
転
校

す
る
と
、
初
等
部
か
ら
一
緒

に
中
等
部
に
上
が
っ
て
き
た

仲
間
が
、
僕
と
も
う
一
人
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
二
人

が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
の

Ｇ
Ｊ
Ｓ
八
年
生
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。
寂
し
さ
と

同
時
に
と
て
も
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
も
う
一
人

の
仲
間
が
、
生
徒
会
役
員
と

し
て
Ｇ
Ｊ
Ｓ
を
引
っ
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
、
は
っ
と
し

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
仲

間
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
は
駄

目
だ
。
仲
間
に
支
え
て
も
ら

っ
た
分
、
今
度
は
こ
の
Ｇ
Ｊ

Ｓ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
頑

張
っ
て
い
こ
う
、
そ
う
い
う

思
い
が
湧
き
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
僕
は
、
生
徒
会

副
会
長
に
立
候
補
し
、
今
、

新
し
い
生
徒
会
を
仲
間
と
築

い
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

思
い
返
し
て
み
る
と
、
二
年

前
、
ゲ
ー
ム
依
存
で
家
に
引

き
こ
も
っ
て
い
た
自
分
が
、

嘘
の
よ
う
で
す
。
で
す
が
、

あ
の
と
き
、
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
と
悩
み
、
罪
悪
感

を
抱
き
、
も
が
き
苦
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
仲

間
に
も
ら
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な

僕
を
支
え
続
け
て
く
れ
た
Ｇ

Ｊ
Ｓ
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、

辛
抱
強
く
見
守
っ
て
く
れ
た

両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
生
き

て
い
れ
ば
、
つ
ま
ず
く
こ
と

も
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
ど
ん
底
か
ら
這

い
上
が
り
自
分
が
変
わ
れ
る
、

成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
必

ず
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
が
も
し
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
不
安
に
襲
わ
れ

た
と
き
は
、
今
日
話
し
た
よ

う
に
、
あ
な
た
を
支
え
て
く

れ
る
仲
間
や
家
族
が
い
る
こ

と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

  　
︵
滞
米
２
年
８
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
P
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
川　

大
智

　

六
年
生
に
な
っ
て
初
め
て

歴
史
を
習
い
ま
し
た
。
初
め

て
知
る
こ
と
や
、
難
し
い
こ

と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
歴
史

の
勉
強
は
面
白
く
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
昔
の
建
物
や
、

人
物
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
が
、
な
ぜ
は
っ
き
り

と
記
録
に
残
っ
て
い
る
の
か

が
と
て
も
不
思
議
で
す
。
何

年
も
何
年
も
経
っ
て
い
る
の

に
記
録
に
残
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
今
私
達
が
学
ん
で
い
る

ん
だ
な
と
思
う
と
、
す
ご
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
時
代
は
、
縄
文
時
代
で

す
。
一
番
最
初
の
時
代
な
の

で
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
も
し
、
私
が
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
す
る
な
ら
縄
文
時
代

に
行
き
た
い
で
す
。
縄
文
時

代
は
ま
だ
言
葉
や
文
字
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
狩
り
を

し
た
り
、
村
を
作
っ
た
り
し

て
と
て
も
す
ご
い
で
す
。
ど

う
や
っ
て
会
話
を
し
て
気
持

ち
を
表
し
て
い
た
の
か
知
り

た
い
し
、
体
験
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
石
器
や
縄
文
土
器
を

作
っ
た
り
、
食
材
採
集
を
し

て
み
た
い
で
す
。
家
族
や
仲

間
の
た
め
に
努
力
し
、
共
に

生
き
る
た
め
に
頑
張
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
苦
労
し

ま
す
が
、
い
い
気
持
ち
に
な

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
縄
文
時

代
に
は
身
分
の
上
下
が
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。

 ﹁
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
賀　

祐
輝

「タイムスリップするなら」
　　　　　　　　      プリンストン日本語学校小６

　　　　　　　　　　　　　　　　   高山　美咲
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争
い
も
な
く
、
み
ん
な
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
た
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
み
た
い
時
代
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
平
安
時
代
で

す
。
平
安
時
代
は
華
や
か
な

暮
ら
し
を
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
日
本

独
自
の
文
化
が
生
ま
れ
、
か

な
文
字
が
で
き
た
時
代
で
も

あ
り
ま
す
。
私
が
平
安
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
ら
、

清
少
納
言
や
紫
式
部
に
並
ぶ

作
家
に
な
り
た
い
で 

す
。
ひ

ら
が
な
を
書
け
る
の
で
人
気

者
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
こ
の
時
代
は
上
下

の
位
が
激
し
い
時
代
だ
っ
た

の
で
大
変
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。
位
の
上
の
貴
族
は
大

き
な
お
屋
敷
に
住
み
、
食
事

も
豪
華
、
美
し
い
服
装
、
そ

し
て
愉
快
に
遊
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
田

舎
に
住
む
庶
民
は
、
竪
穴
式

住
居
に
住
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
身
分
の
差
の
圧
倒
的
な

違
い
に
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る

な
ら
貴
族
に
な
っ
て
、
毎
日

宴
会
や
、
遊
び
な
ど
、
優
雅

な
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

　

歴
史
を
勉
強
し
て
、
一
つ

一
つ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
違

う
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
争
い
や
戦
争
な

ど
悲
し
い
出
来
事
ば
か
り
の

時
代
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

ら
の
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
、

今
に
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ

の
出
来
事
や
人
物
が
い
な
け

れ
ば
、
歴
史
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
歴

史
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
歴

史
を
勉
強
し
て
、
も
っ
と
い

ろ
ん
な
事
を
知
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
７
年
︶
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

安
全
で
快
適
な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
生
活
を
満
喫
で
き
る
の
が
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
地
下
鉄
で
25
分
で
行
け

る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
。
写
真
は
シ
テ
ィ
ポ
イ
ン
ト

と
い
う
ビ
ル
に
あ
る
１
寝
室
１
浴
室
の
部
屋
。
販
売
価
格
は

１
２
０
万
ド
ル
。
ビ
ル
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
コ
ー
プ
を
足
し

て
２
で
割
っ
た
よ
う
なC

ondop

と
呼
ば
れ
る
形
態
を
と
っ

て
い
る
。

　

最
寄
り
の
駅
は
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ト
と
デ
カ
ル
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
。

両
方
の
駅
か
ら
徒
歩
１
分
。
同
じ
ビ
ル
内
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ト

レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
、
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
が
あ
り
と
て
も
便
利
。

20
年
間
は
減
税
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
月
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
今
年
は
８
９
７
ド
ル
︵
税
込
︶
と
お
得
感
の
あ
る
建
物
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
８
５
・
７
５
５
２
、

Ｅ
メ
ー
ル　

nobu@
snsrealty.com

　

佐
々
本
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
不
動
産
︶

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
安
全
で
快
適
な
生
活

　

連
邦
労
働
省
に
よ
る
と

２
０
２
３
年
1
月
の
米
国
全
土

の
失
業
率
は
3
・
4
％
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川
の

対
岸
に
あ
る
隣
の
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
も
1
月
の
失
業

率
が
3
・
4
％
と
引
き
続
き
低

い
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
後
、
世
界
情
勢
、
イ
ン

フ
レ
に
よ
り
景
気
後
退
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
兆
候

は
ま
だ
顕
著
に
で
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
賃
貸

住
宅
供
給
量
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
36
％
に
満
た
な
い
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
家
の
売
買
価

格
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
レ
ン
ト

に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
1
月
時
点
、
売
り

に
出
さ
れ
て
い
る
家
の
在
庫
は

約
1
・
6
か
月
分
、
賃
貸
ア
パ

ー
ト
の
空
室
率
は
3
・
7
％
ま

で
下
が
り
ま
し
た
。
空
室
率
が

5
％
を
切
る
と
貸
し
手
市
場
と

い
わ
れ
る
な
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
の
賃
貸
住
宅
市
場
が
い

か
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
か
が
わ

か
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
の
平
均
世
帯
収
入
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
約
1
・
2
倍
で

す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
比

較
的
裕
福
な
層
の
多
い
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ハ
ド
ソ
ン
川
対
岸
に

位
置
す
る
、
駐
在
員
の
方
々
に

も
お
馴
染
み
の
﹁
川
沿
い
﹂
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
、
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
ウ
ェ
ス
ト
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
ー
の
エ
リ
ア
に
あ
る
賃
貸
ア

パ
ー
ト
の
賃
料
は
前
年
同
時
期

比
4
・
5
％
増
と
堅
調
な
値
上

が
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の

経
済
成
長
の
牽
引
役
は
製
薬
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
金
融
、

高
度
化
学
製
品
製
造
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
運
輸
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
と
ど
れ
も
成
長
性
が
注

目
さ
れ
て
い
る
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
か

か
わ
る
多
く
の
日
系
企
業
も
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
拠
点
を
構

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
景
気

後
退
の
影
響
が
出
た
と
し
て
も

賃
貸
物
件
の
家
賃
が
著
し
く
低

下
す
る
可
能
性
は
低
い
と
い
え

ま
し
ょ
う
。︵
リ
ダ
ッ
ク
・
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス 

　

土
田
英
一
郎
︶

米
国
景
気
後
退
へ
の
懸
念
と

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
賃
貸
住
宅

不
動
産

ト
レ
ン
ド

フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
ビ
ル
競
売
に

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
23
丁
目
に

建
ち
、
そ
の
象
徴
的
な
形
か
ら

フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
ビ
ル
と
呼

ば
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ビ
ル

が
、
今
月
末
に
競
売
に
か
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
地
元
テ
レ
ビ
局
Ｎ
Ｙ

１
が
報
じ
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

現
在
こ
の
22
階
建
て
の
建
物
の

5
人
の
所
有
者
が
、
新
規
入
居

す
る
テ
ナ
ン
ト
へ
の
賃
貸
契
約

の
諸
条
件
に
つ
い
て
合
意
で
き

な
い
で
い
る
こ
と
か
ら
競
売
に

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同

建
物
は
、
今
月
22
日
に
競
売
に

か
け
ら
れ
る
予
定
だ
。

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:nobu@snsrealty.com
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ア
メ
リ
カ
も
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
盛
り
上
が

っ
て
ま
す
ね
え
。
日
本
の
圧
倒

的
強
さ
が
光
る
こ
の
大
会
︵
３

／
11
時
点
︶
。
い
つ
も
、﹁
奇
跡
﹂

と
か
﹁
下
剋
上
﹂
と
い
う
ワ
ー

ド
で
２
歩
も
３
歩
も
引
い
て
挑

む
こ
と
が
多
い
、
こ
こ
最
近
の

日
本
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
こ

の
﹁
圧
倒
的
﹂
な
強
さ
は
春
の

ポ
カ
ポ
カ
感
と
咲
き
始
め
た
サ

ク
ラ
と
﹁
脱
マ
ス
ク
﹂
で
開
放

感
に
浸
っ
て
清
々
し
い
こ
と
こ

の
上
あ
り
ま
せ
ん
！
と
い
う
現

在
の
心
境
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
﹁
強

さ
、
速
さ
、
技
﹂
の
優
劣
が
勝

敗
を
分
け
る
と
思
う
人
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー

ツ
は
そ
れ
以
上
の
﹁
知
能
と
準

備
﹂
が
そ
れ
ら
を
上
回
る
の
で

す
。
︵
参
考
：
大
谷
翔
平
マ
ン

ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
よ
り
︶
そ
れ
は

介
護
の
プ
ロ
の
世
界
で
も
同
じ

で
す
︵
勝
敗
を
分
け
る
競
技
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
︶
。
介
護
は
、

優
し
さ
と
奉
仕
の
心
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
﹁
イ
ン
テ
ー
ク
﹂
や
﹁
ア

セ
ス
メ
ン
ト
﹂
に
そ
の
方
が
要

介
護
状
態
に
な
る
前
ま
で
の
人

生
、
生
き
様
や
経
験
を
理
解
す

る
﹁
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
﹂
と
い
う
準

備
と
そ
れ
を
生
か
す
知
能
を
重

視
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
一

番
い
け
な
い
介
護
が
、
目
の
前

で
起
き
て
い
る
こ
と
だ
け
解
決

す
る
対
処
法
と
技
術
だ
け
に
よ

る
、
自
己
満
足
介
護
で
す
。
よ

く
言
わ
れ
る
美
辞
麗
句
に
、﹁
私

は
利
用
者
様
の
笑
顔
・
あ
り
が

と
う
の
言
葉
が
仕
事
の
や
り
が

い
な
ん
で
す
﹂
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
一
見
綺
麗
に
見
え
ま

す
が
、
こ
れ
は
全
く
の
Ｎ
Ｇ
ワ

ー
ド
。
毎
日
﹁
あ
り
が
と
う
を

言
わ
さ
れ
る
利
用
者
﹂
は
笑
顔

と
感
謝
が
な
い
と
や
る
気
に
な

ら
な
い
職
員
へ
気
を
遣
い
す
ぎ

て
し
ま
う
、
あ
る
種
の
﹁
犠
牲

者
﹂
で
も
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
捻
じ
曲
が
っ
た
や

り
が
い
し
か
持
て
な
い
職
員
は

と
っ
と
と
出
て
行
っ
て
も
ら
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
正
し
い

介
護
は
利
用
者
に
気
づ
か
れ
な

問
わ
れ
る
介
護
先
進
国
日
本

い
よ
う
に
事
前
に
察
し
て
、
自

然
に
気
持
ち
良
く
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
の
﹁
知
能
と

準
備
﹂
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ

て
初
め
て
﹁
合
理
性
﹂
が
加
わ

る
と
い
う
も
の
で
す
。
新
人
や

見
習
い
の
時
は
﹁
若
い
く
せ
に

合
理
性
を
重
視
す
る
な
﹂
と
か

﹁
無
駄
と
い
う
非
合
理
性
が
そ

の
人
の
伸
び
代
を
強
化
す
る
﹂

等
、
合
理
性
を
否
定
さ
れ
て
日

本
人
は
生
き
て
き
た
は
ず
で

す
。
確
か
に
﹁
合
理
性
だ
け
で

生
き
て
い
る
と
予
測
で
き
な
い

非
常
時
の
対
応
が
で
き
な
い
﹂

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
当
然
だ
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
、
介
護
は
生
産
的
な
活

動
だ
と
は
思
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
介
護
が
必
要
な
方
を
こ
の

世
か
ら
な
く
し
て
、
発
展
性
の

あ
る
も
の
や
こ
と
へ
の
投
資
＆

労
働
集
約
を
す
る
方
が
、
国
土

発
展
に
寄
与
す
る
一
番
の
合
理

性
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、そ
う
い
う
学
者
が
い
て
、

賞
賛
さ
れ
る
こ
と
に
は
私
は
大

き
な
違
和
感
を
感
じ
ま
す
。
認

知
症
の
方
の
と
り
と
め
も
な
い

話
を
何
時
間
で
も
聞
く
こ
と
、

衰
え
て
い
く
方
の
生
活
に
潤
い

を
与
え
る
時
間
を
提
供
す
る
こ

と
。
そ
の
方
の
な
ん
で
も
な
い

日
常
に
、
プ
ロ
の
知
能
を
生
か

し
た
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
準
備
に
時

間
を
か
け
る
こ
と
。
一
見
非
生

産
的
に
見
え
る
こ
の
業
務
こ
そ

﹁
合
理
的
な
活
動
﹂
と
言
わ
ず
、

何
が
合
理
的
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
削
ぎ
落
と
し
て
や

る
介
護
は
一
方
通
行
の
自
己
満

足
介
護
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て

も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で

の
日
本
は
﹁
労
働
生
産
性
﹂
と

い
う
視
点
で
、
就
業
１
時
間
当

た
り
付
加
価
値
は
、
49
ド
ル
50

セ
ン
ト
︵
５
０
０
６
円
︶。 

Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38
か
国
中
27
位
と

の
こ
と
。
対
す
る
米
国
は
85
ド

ル
︵
８
５
３
４
円
︶。︵
参
考
：

公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本

部
２
０
２
２
よ
り
︶

　

人
口
減
少
下
で
の
日
本
で
の

労
働
力
に
こ
れ
以
上
無
駄
を
生

む
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
そ
う
で
な
く
て
も
非
合

理
と
言
わ
れ
る
介
護
労
働
者
の

そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
少
人

数
の
介
護
労
働
者
の
時
間
の
拘

束
に
よ
る
﹁
過
剰
労
働
﹂
に
直

結
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
今
一
度
、﹁
介
護

の
合
理
的
と
は
？
﹂
と
見
直
す

こ
と
も
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。
介
護
の
非
合
理
性
を
日
本

の
文
化
と
早
合
点
し
て
改
善
す

る
こ
と
を
し
な
い
ま
ま
で
は

﹁
世
界
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
先
進

国
日
本
﹂
と
し
て
の
信
用
も
高

ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
視

点
を
ぶ
ら
さ
ず
に
﹁
新
し
い
合

理
的
な
日
本
の
介
護
﹂
を
Ａ
Ｉ

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
通
し
て
発

見
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
所
に

は
求
め
ら
れ
て
い
く
と
私
は
確

信
し
て
い
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

日
本
の
年
金
を
１
本
化
し
て

送
金
し
て
！
　
厚
労
省
訪
問
報
告

　

前
回
当
紙
面
で
、
日
本
の
年

金
の
振
込
先
を
米
国
の
銀
行
口

座
に
指
定
し
た
場
合
、
①
銀

行
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー

ジ
︵H

andling C
harge

取

扱
手
数
料
︶
と
し
て
約
15
ド
ル

か
ら
20
ド
ル
を
と
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
年
金
は
偶
数
月
に
年
6

回
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
年

間
20
ド
ル
×
６
回
＝
１
２
０
ド

ル
の
出
費
と
な
る
こ
と
、
②
65

歳
以
降
は
老
齢
厚
生
年
金
と
老

齢
基
礎
年
金
の
２
本
立
て
と
な

り
別
個
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の

で
１
２
０
ド
ル
の
出
費
は
倍
の

２
４
０
ド
ル
と
な
り
ご
夫
妻

で
受
給
し
て
い
る
ご
家
庭
は

４
８
０
ド
ル
の
負
担
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
、
③
銀
行
で
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
を
課
す
の

は
止
む
を
得
な
い
の
で
す
が
、

問
題
は
日
本
か
ら
送
金
す
る
場

合
、
老
齢
厚
生
年
金
と
老
齢
基

礎
年
金
を
個
別
で
は
な
く
纏
め

て
振
り
込
む
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
費
用
負
担
を
半
分
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
日
本
の
年
金
の

送
金
を
１
本
化
し
て
負
担
費
用

の
軽
減
に
よ
る
実
質
年
金
額
の

増
加
を
計
る
べ
く
、
本
件
の
窓

口
で
あ
る
厚
生
労
働
省
に
申
し

入
れ
を
行
な
い
ま
す
と
お
約
束

し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
２
月
17

日
に
厚
生
労
働
省
年
金
局
を
訪

問
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
に
年

金
局
の
方
へ
当
方
の
活
動
を
紹

介
後
、
問
題
解
決
の
要
望
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。
年
金
局
か
ら

は
、
問
題
に
関
し
て
以
下
の
回

答
お
よ
び
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

・
２
本
で
送
金
さ
れ
て
い
る
理

由
を
調
べ
た
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。

・
日
本
国
内
の
年
金
受
給
者
は

全
て
の
年
金
が
１
本
で
送
金
さ

れ
て
い
る
の
に
、
海
外
厚
生
年

金
受
給
者
だ
け
２
本
立
て
で
送

金
さ
れ
て
い
る
の
は
現
実
的
で

は
な
い
。

・
年
金
の
送
金
に
は
、
厚
労
省

だ
け
で
は
な
く
日
本
年
金
機

構
、
日
本
銀
行
が
関
与
し
て
お

り
、
現
行
の
送
金
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
で
支
障
が
出
な
い
か
を

確
認
後
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

の
予
算
化
が
必
要
と
な
る
。

・
予
算
化
に
は
少
し
時
間
は
か

か
る
が
改
修
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

今
回
の
訪
問
で
年
金
局
に
は

２
本
立
て
送
金
の
問
題
点
を
ご

理
解
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
問

題
解
決
の
た
め
の
対
応
を
進
め

て
頂
け
る
と
認
識
い
た
し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
提
案
で
す
が
、
一

本
化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

の
予
算
増
を
補
う
意
味
で
、
２

か
月
に
１
回
、
年
金
送
金
の
都

度
海
外
の
年
金
受
給
者
に
送
ら

れ
て
く
る
﹁
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
送
金
通
知
書
﹂︵
以
下
﹁
送

金
通
知
書
﹂︶
を
廃
止
し
て
も

良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
支
給
前
に
受
給
者

に
は
﹁
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険　

年
金
額
改
定
通
知
書
﹂

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に

は
新
年
度
︵
４
月
か
ら
翌
年
３

月
の
間
︶
の
年
金
額
と
２
か
月

ご
と
の
年
金
支
払
額
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
期
中
で
年

金
額
が
変
更
さ
れ
な
い
限
り

﹁
送
金
通
知
書
﹂
が
送
ら
れ
て

こ
な
く
て
も
年
金
額
は
把
握
で

き
る
わ
け
で
す
。

　

現
に
、
日
本
国
内
の
受
給
者

に
は
﹁
送
金
通
知
書
﹂
は
送
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
年
金

の
事
務
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た
め

に
も
﹁
送
金
通
知
書
﹂
は
海
外

の
年
金
受
給
者
へ
も
廃
止
し
て

良
い
と
思
い
ま
す
。
本
件
に
対

し
て
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

引
き
続
き
一
本
化
の
動
向
を

確
認
し
実
現
に
向
け
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
は
22
日
︵
水
︶

午
後
１
時
か
ら
２
時
15
分
ま

で
︵
日
本
時
間
︶、
２
０
２
３

年
春
夏
ト
レ
ン
ド
を
テ
ー
マ

と
し
た
第
７
回
オ
ン
ラ
イ
ン

企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

﹁
２
０
２
３
年
春
夏
の
傾
向
﹂

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
春

夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
傾

向
を
社
会
の
流
れ
を
交
え
て
解

説
。
さ
ら
に
、
新
発
売
の
コ
ス

メ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
人

向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
す
ぐ
に

使
え
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
パ
タ
ー

ン
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
提
案
す
る
。
講
師
は
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
山
口

童
子
さ
ん
、
内
藤
文
子
さ
ん
。

受
講
料
は
ひ
と
り
６
６
０
０

円
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://coubic.com
/

befinebefine/574866

か

ら
。
Ｅ
メ
ー
ルsem

inar

＠

be-fine.co.jp

︵
美
・
フ
ァ
イ

ン
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
、

内
藤
さ
ん
、藤
枝
さ
ん
︶
ま
で
。

春
の
メ
イ
ク
講
座
22
日
に
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さ
て
、
時
差
ぼ
け
が
和
ら
い

で
き
た
。
私
は
朝
起
き
た
ら
ま

ず
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
く
て
は

目
が
覚
め
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
で
は
量
が
足

ら
な
く
て
、
備
え
付
け
の
カ
プ

セ
ル
を
全
部
飲
ん
で
し
ま
っ

た
。
な
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ネ

ス
カ
フ
ェ
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ

ー
ヒ
ー
の
瓶
を
買
っ
て
、
味
は

と
も
か
く
今
朝
か
ら
無
尽
蔵
に

コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
よ
う
に
し

て
お
い
た
。
英
断
で
あ
る
！

　

さ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
夜
な

の
で
、
た
っ
ぷ
り
時
間
が
あ
る
。

な
の
で
午
前
中
は
城
の
見
学
で

あ
る
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
暖

か
い
格
好
を
し
て
２
日
目
の
町

に
出
か
け
て
い
く
。

　

し
か
し
人
が
い
な
い
。
こ
の

巨
大
な
城
の
見
学
者
は
終
始
私

一
人
で
、
受
付
も
私
を
見
て
ど

こ
か
か
ら
や
っ
て
き
た
。
し
か

し
陳
列
は
非
常
に
よ
く
出
来
て

い
て
、
城
と
こ
の
町
の
歴
史
を

オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ド
が
語
っ
て

く
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中

世
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
、
ロ
シ
ア

人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が
奪
い

合
っ
て
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
地
政
学
の
観
点
で
見

れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
陸
の
ど

真
ん
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
の
国
か
ら
の
侵
略
は
容
易

だ
。
そ
の
点
日
本
は
つ
く
づ
く

幸
運
な
国
で
あ
る
。
攻
め
込
も

う
に
も
遥
々
海
を
渡
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
２
度
に
わ
た
る
元
寇
を

凌
ぎ
、
鎖
国
に
よ
っ
て
国
内
に

平
和
と
発
展
を
も
た
ら
し
た
の

は
海
に
守
ら
れ
て
い
た
か
ら

だ
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は

Poland
の
国
名
通
り
フ
リ
ー

パ
ス
の
草
原
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。

　

昨
日
か
ら
眺
め
て
い
た
高
さ

も
長
さ
も
40
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

回
廊
は
、
中
に
は
井
戸
︵
？
︶

が
掘
っ
て
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
な

ん
で
そ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
井

戸
を
掘
る
の
か
疑
問
に
思
っ

た
。
敵
に
攻
め
込
ま
れ
た
ら
最

後
は
こ
の
廊
下
を
切
り
離
し
て

籠
城
す
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
ん

な
悲
惨
な
戦
い
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

す
っ
か
り
堪
能
し
て
ホ
テ
ル

に
戻
っ
て
昼
食
。
ま
だ
時
差
ぼ

け
と
旅
の
疲
れ
と
孤
独
感
か

ら
、
目
覚
ま
し
を
セ
ッ
ト
し
て

昼
寝
。
起
き
て
、
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
、コ
ン
サ
ー
ト
の
身
支
度
。

　

10
分
歩
き
会
場
に
入
る
。
早

速
主
催
者
が
出
迎
え
て
く
れ
て

会
場
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
今

夜
の
対
バ
ン
が
サ
ウ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
中
。
チ
ェ
ロ
を
弾
き
な
が

ら
歌
う
身
重
の
女
性
ポ
ー
カ
リ

ス
ト
に
、
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
、

ド
ラ
ム
ス
が
入
っ
た
カ
ル
テ
ッ

ト
。
歌
詞
は
全
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

語
で
リ
ハ
が
必
要
な
複
雑
な
ジ

ャ
ズ
を
奏
で
る
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
﹁
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
音
楽
祭
で
あ
な
た
は

バ
ッ
ハ
中
心
の
音
楽
を
弾
く
の

よ
﹂
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ど

う
や
ら
そ
れ
は
連
絡
ミ
ス
で
、

こ
れ
は
れ
っ
き
と
し
た
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

４
日
間
触
っ
て
い
な
い
ピ
ア
ノ

で
バ
ッ
ハ
を
弾
く
の
は
危
険

だ
。
こ
こ
は
思
い
っ
き
り
ソ
ロ

ピ
ア
ノ
ジ
ャ
ズ
を
弾
く
こ
と
に

急
遽
変
更
。
私
の
演
題
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
で
﹁C

onversation 

w
ith J.S. B

ach

﹂
と
印
刷
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
こ
は
良
い
だ

ろ
う
。
ピ
ア
ノ
は
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
だ
が
、
真
ん
中
の
ソ
ス
テ

ィ
ネ
ー
ト
ペ
ダ
ル
が
壊
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
に

伝
え
る
と
す
ぐ
に
直
し
て
く
れ

た
が
、
イ
マ
イ
チ
歯
切
れ
が
悪

い
。

　

グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
、
本
番

10
分
前
に
再
度
曲
を
変
更
。
ほ

と
ん
ど
思
い
つ
き
で
ジ
ャ
ズ
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
混
ぜ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

は
地
獄
の
よ
う
に
し
ん
ど
い
。

が
、
司
会
者
に
は
笑
顔
だ
け
を

見
せ
た︵
笑
︶。長
い
紹
介
の
後
、

ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

Ｂ
の
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
。ま
だ
、

体
は
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
の
だ

が
、
幸
い
な
こ
と
に
弾
い
て
い

る
う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
に
伴
い
お
客
さ
ん
の

反
応
が
よ
く
な
っ
て
き
た
。
な

ん
と
か
喋
り
も
含
め
て
50
分
の

演
奏
を
完
了
し
た
。

　

対
バ
ン
は
、
素
晴
ら
し
い
ポ

ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
で
あ
っ
た

が
、
演
奏
が
終
わ
る
と
私
の
Ｃ

Ｄ
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
写
真

と
サ
イ
ン
大
会
が
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
だ
歯
の
矯
正
を

し
て
い
る
よ
う
な
女
の
子
が
お

母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
私
の
と

こ
ろ
へ
来
て
、
ピ
ア
ノ
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ

た
。
嬉
し
か
っ
た
。
地
元
の
建

築
家
の
男
性
と
友
達
に
な
っ

た
。
こ
こ
の
城
の
改
築
工
事
も

彼
に
よ
る
も
の
で
、
あ
の
40
メ

ー
ト
ル
の
塔
は
ト
イ
レ
だ
と
言

い
切
っ
た
。
確
か
に
昔
は
下
に

川
が
流
れ
て
い
た
。
ト
イ
レ
は

重
要
！
と
彼
は
念
を
押
し
た
。

　

対
バ
ン
︵Sastad

、
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
で
ソ
ン
ス
タ
ン
ド
︶

の
メ
ン
ツ
と
友
達
に
な
り
、
来

季
の
コ
ラ
ボ
計
画
を
語
っ
て
ホ

テ
ル
に
戻
っ
た
。
今
ま
で
の
孤

独
が
嘘
の
よ
う
だ
。

　

こ
れ
でK

w
idzyn

の
日
程

は
終
わ
り
。
初
め
て
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功

し
、
こ
こ
に
来
て
初
め
て
ぐ
っ

す
り
と
眠
っ
た
！
誰
に
感
謝
を

し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
。
全
て

の
人
々
だ
！
あ
り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
４
話
　
城
の
町
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 第 454 回

　

昨
年
6
月
に
開
館
し
た
ば
か

り
の
オ
ス
ロ
の
国
立
美
術
館

も
訪
問
し
ま
し
た
。
同
館
は

１
８
３
６
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国

会
に
よ
っ
て
初
の
公
立
の
美

術
館
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
主
に
絵
画
作
品
を
扱

う
﹁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
﹂
と
﹁
現
代
美
術
館
﹂、
建

築
作
品
を
扱
う
﹁
国
立
美
術
館

建
築
館
﹂、
工
芸
や
デ
ザ
イ
ン

関
連
を
扱
う
﹁
装
飾
芸
術
デ
ザ

イ
ン
美
術
館
﹂
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
市
内
に
点
在
し
て
い
ま

し
た
。
２
０
０
３
年
に
こ
れ
ら

4
施
設
を
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
、
16
年
か
ら
19
年
に
か
け
て

そ
れ
ぞ
れ
閉
館
も
し
く
は
臨
時

休
館
し
、
22
年
6
月
11
日
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
オ

ー
プ
ン
。
構
想
か
ら
約
30
年
を

か
け
て
の
実
現
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
建
築
家
グ
ル
ー
プ

﹁
ク
ラ
イ
フ
ス
＋
シ
ュ
ベ
ル
ク
﹂

が
建
築
設
計
を
手
が
け
た
総
面

積
約
5
万
５
０
０
０
平
米
に
お

よ
ぶ
同
館
は
1
万
３
０
０
０
平

米
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
北
欧
地
域
で
最
大

級
の
美
術
館
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
と

並
ぶ
規
模
で
す
。
同
館
の
建
設

に
は
6
億
４
５
０
０
万
ド
ル
の

予
算
が
投
入
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
フ
ァ
サ
ー
ド
全
体
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
産
の
ス
レ
ー
ト
で
覆
わ

れ
、
年
月
を
経
て
も
国
立
美
術

館
と
し
て
の
品
格
を
保
て
る
素

材
と
し
て
、
大
理
石
、
ブ
ロ
ン

ズ
、
オ
ー
ク
材
を
採
用
さ
れ
て

お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
現
在
の
建
築
基
準
に
比
べ

て
半
分
以
上
削
減
す
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

常
設
展
示
の
メ
イ
ン
は
、
や

は
り
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン

ク
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
﹁
ム
ン
ク
の
部
屋
﹂
で
し
ょ

う
。
前
回
紹
介
し
た
ム
ン
ク
美

術
館
を
除
け
ば
、﹁
叫
び
﹂
や

﹁
マ
ド
ン
ナ
﹂
な
ど
の
ム
ン
ク

の
代
表
作
品
を
同
時
に
複
数
鑑

賞
で
き
る
の
は
こ
こ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
2
フ
ロ
ア
ー
に
87
部

屋
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
19
世
紀
半
ば
以
降
に
収

集
さ
れ
た
絵
画
、
彫
刻
、
織
物
、

家
具
、
建
築
模
型
な
ど
約
40
万

点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

約
６
５
０
０
点
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
バ
ッ
カ

ー
や
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ダ
ー
ル
な
ど
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
代

表
す
る
各
時
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
の
数
々
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
常

設
展
示
の
構
成
プ
ロ
セ
ス
は
、

館
内
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら

各
部
門
の
専
門
家
が
協
働
し
、

検
討
し
て
作
り
上
げ
た
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は

各
展
示
室
に
音
声
ガ
イ
ド
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
子
ど
も
用
の
工
作

セ
ッ
ト
、
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
、
子
ど
も
や
障
が
い
者
用

に
展
示
の
工
夫
も
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
試
み
は
、

オ
ス
ロ
の
他
の
博
物
館
で
も
み

ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
も
学
ぶ

べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
最

上
階
に
は
、
広
さ
２
４
０
０
平

米
、
天
井
高
７
メ
ー
ト
ル
の
規

模
で
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
﹁
ラ

イ
ト
ホ
ー
ル
﹂
が
あ
り
、
カ
フ

ェ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ

プ
、
広
い
屋
上
テ
ラ
ス
や
美
術

書
専
門
図
書
館
も
あ
り
ま
す
。

青
少
年
を
は
じ
め
一
般
の
人
々

か
ら
の
意
見
を
も
と
に
構
成
さ

れ
た
展
示
も
あ
り
、
今
後
の
さ

ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

オスロの博物館（その 2）

国立美術館

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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 EVENT　 
■第 25 回「キッズ・ナイト・オン・ブロードウエー」
＝ 3/21　18 歳以下なら誰でも無料でブロードウ
エー公演を観劇できる 1 日限りのイベント。 「ライ
オンキング」「アラジン」「ウィキッド」「ハリーポッ
ター」などが参加。チケットはお早めに。
詳細は https://www.kidsnightonbroadway.com/
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー ＝ 4/23 ま で　New York 
Botanical Garden（2900 Southern Boulevard）ブロ
ンクスにある NY 植物園で毎年恒例のラン展が開催
中。20 周年を迎える今年は「ナチュラル・ヘリテー
ジ」と題し、ランドスケープデザイナーのリリー・
クオンによる色鮮やかで珍しいランを多用した幻
想的な世界が創られた。週末には大人限定のパー
ティ「オーキッドナイト」も行われる。入場料：大
人 $35、学生・シニア $31、2 歳〜 12 歳 $15 ドル、
2 歳以下無料。
詳細は https://www.nybg.org/

MUSIC
■ユーラシアコンソート演奏会「シルクロード、東
方への旅」＝ 3/23　13:15　聖マラキー教会（239 
W 49th St.）シルクロード周辺音楽を当時の楽器や
楽譜を元に再現する。今回は古代ハープの箜篌（く
ご）や方響（ほうきょう）、五弦琵琶、正倉院に残
る古楽器を復元して演奏する。出演は菅原朋子ほか。
演目は越殿楽、賀殿、青海波、胡蝶楽など。入場無料。
詳細は https://gemsny.org/midtown-concerts
■ 黒 澤 有 美 ト リ オ の コ ン サ ー ト ＝ 3/30　19:00　
The Public Theater（425 Lafayette St.）琴奏者の黒
澤有美が結成した「Yumi Kurosawa Trio」としての
初のアルバム「Metamorphosis」を記念したリリー
スコンサート。楽器編成は、20 絃箏、バイオリン、
タブラ、ドラムセット、尺八、アルトサックス、パー
カッション。入場料：一般 $25、学生 $15（＋ 2 ド
リンク、1 フードミニマム）　
詳細は https://publictheater.org/
■石榑雅代の琴・三味線リサイタル＝ 4/6　19:30　
Carnegie Hall（57th St ＆ 7th Ave. ）アメリカでの
プロ生活 30 周年を記念したリサイタル。「さくら／
荒城の月」、沖縄のメロディーを使った沢井忠夫作
曲の「銀河」ほかを演奏する。出演は石榑のほか、
ザック・ジンガー（尺八）、ノーザン・コチ（ピアノ）、
ツボイノリコ（琴）、ミヤビ琴＆三味線アンサンブル。
入場料：$40・$50　
詳細は https://www.carnegiehall.org/

THEATRE/DANCE
■中谷美紀出演「猟銃」NY 公演＝ 3/16 〜 4/15　

Baryshnikov Arts Center（450 W 37th St.）1949 年
発表の井上靖による短編小説「猟銃」を、女優・中
谷美紀と世界的バレエダンサーのミハイル・バリシ
ニコフで舞台化した作品。4 人の恋愛心理を描く悲
劇で、中谷が 3 人の女性を演じ分け、バリシニコフ
は身体表現で共演する。日本語上演、英語字幕。入
場料：$35 〜 150。
詳細は https://www.thehuntinggun.org/
■コンテンポラリーダンス「DOUBLE BIND」＝
3/24　21:00　28th Street Theater （15 W 28th St, 
2F）武島アイカとサラ・ピッチ率いるコンテンポ
ラリーダンスカンパニー「サライカ・ムーブメン
ト・コレクティブ」の公演。女性であることの資質
に共鳴する人々の声を動きにして公平性、多様性な
どのメッセージを伝える。入場料：前売り $20、当
日 $25。詳細は https://saraikacreation.com/

ART
　

■日本美術工芸作品展「日本の美術工芸作家と作品
を祝う」＝ 3/16 〜 3/24　日本ギャラリー（145 W 
57th St.7F）七宝、金工、陶磁、漆芸、絵画、竹工芸、
彫刻、染織の各分野の著名な作家による質の高い作
品を展示。帝室技芸員や人間国宝による技巧を凝ら
した珠玉の近現代工芸品を幅広く紹介する。入場無
料。日曜休。
詳細は https://www.nipponclub.org
■ 田 中 紳 次 郎 個 展「REBIRTH」 ＝ 3/14 〜 3/18　
Gallery Max New York（552 Broadway, 4F, #401 
Buzz #9）2019 年にアーティストとして独立し、現
在はキャンバス作品、壁画、デジタル作品、企業コ
ラボなどアートを通じて様々な表現活動を行ってい
る田中の作品展。入場無料。開廊時間は火〜土曜の
午前 11 時から午後 6 時。オープニングレセプショ
ンは 3/14 午後 5 時〜 8 時、午後 6 時からはライブ
パフォーマンスも行われる。
詳細は http://gallerymaxny.com/
■版画家ひゃくだかずこが参加する版画 8 人展

「THE EXCEPTIONAL PRINT」＝ 3/25 まで　Noho 
M55 Gallery（548 W 28th St. #634）写真家でもあ
るひゃくだはありふれた日常のひとコマを切り撮
り、版画の技法によって現実と幻想を往き来する
都市の心象風景を制作。今回はストリートシーン、
木々、水面などをモチーフにした 11 点を展示。入
場無料。開廊時間は火〜土曜の午前 11 時から午後
6 時。
詳細は https://www.55mercerstreetgallery.com/
■書画家・田中太山による 2 時間だけの体験型書道
作品展＝ 3/26 日　11:00 〜 13:00　RESOBOX（91 
E 3rd St.）初の試みとなる同展のテーマは「見る、
感じる、体験する」。会場では田中が作品を書き続
ける様子を見学でき、来場者用に設けられたスペー
スで自由に書くこともできる。アーティストと一緒
にアート体験をする。入場無料、予約不要。参加希
望者は汚れても良い服装で来場する。
詳細は https://resobox.com/
■グループ展「Subjective Surreality」＝ 4/2 まで　
NowHere（40 Wooster St.）現代美術家の松山智一
が率いる Matsuyama Studio LLC に所属する、アシ
スタントアーティスト、松下竜也、鈴木拓良、新宮
大史、小中寛顕の 4 人による作品展。現代アート
とは何かを追求しそれぞれが制作した絵画と立体作
品を展示。入場無料。詳細は https://www.nowhere-
nyc.com/

　

色
絵
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

日
本
の
近
代
陶
芸
展
﹁W

ada 
M

orih
iro an

d
 M

od
ern 

C
eram

ics of Japan

﹂

が

16
日
︵
木
︶
か
ら
４
月
14
日

︵
金
︶
ま
で
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
ジ
ョ
ー
ン
・
Ｂ
・
マ
ー
ビ

ス
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
︵Joan B

 
M

irviss LT
D

：
東
78
丁
目

39
番
地
４
０
１
号
︶
に
て
開
催

さ
れ
る
。
陶
芸
家
・
和
太
守
卑

良
︵
わ
だ
・
も
り
ひ
ろ
︶
は
現

代
的
な
造
形
力
と
抽
象
的
な
模

様
や
色
付
け
で
独
創
性
の
高
い

作
品
を
展
開
。
２
０
０
８
年
に

64
歳
と
い
う
若
さ
で
他
界
し
た

が
、
そ
の
後
も
日
本
国
内
に
留

ま
ら
ず
人
気
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー
ク
Ｎ
Ｙ

の
一
貫
と
し
て
、
日
本
美
術
を

取
り
扱
う
思
文
閣
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
山
口
長
男
、
堂

本
印
象
、
森
田
子
龍
な
ど
、
カ

ラ
フ
ル
な
日
本
の
抽
象
画
展
も

同
時
開
催
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

irviss.com

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ

の
居
酒
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｂ

Ｏ

Ｚ

Ｕ
︵296 G

rand St, 
B

rooklyn

︶
で
Ｎ
Ｙ
在
住
の

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
﹁
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
﹂
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
写
真
展
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
は
ア
フ
リ

カ
・
ガ
ー
ナ
と
日
本
の
ハ
ー
フ

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
ン
カ
ル
チ

ャ
ー
と
日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
を
融

合
さ
せ
た
﹁
和
フ
リ
カ
ン
﹂
と

ネ
ッ
ト
世
代
の
新
し
い
﹁
デ
ジ

タ
ル
﹂
な
感
性
を
融
合
さ
せ

た
﹁
デ
ジ
タ
ル
・
和
フ
リ
カ

ン
﹂
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
制
作
し

て
い
る
。
２
項
対
立
の
世
界

を
共
存
さ
せ
た
表
現
を
模
索

し
、
新
し
い
芸
術
概
念
を
提
示

す
る
試
み
は
新
鮮
な
発
見
を
見

る
者
に
与
え
る
。
ア
ー
ト
団

体
﹁D

igiA
naG

roup

﹂
の
メ

ン
バ
ー
で
、
そ
の
身
体
性
を
活

か
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ

ー
や
モ
デ
ル
活
動
も
行
っ
て
い

る
。
作
品
展
は
Ｂ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
系
列

店
で
年
内
に
全
6
回
の
開
催
を

予
定
。
同
店
で
の
展
示
は
今
月

26
日
︵
日
︶
ま
で
。

MOMO デジタルアート写真展Ｂ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
で
26
日
ま
で

和太守卑良
日本の近代陶芸展
16日からJoan B Mirviss LTD

https://america-keitai.com/
https://www.thehuntinggun.org/
https://saraikacreation.com/
https://www.kidsnightonbroadway.com/
https://www.nybg.org/
https://gemsny.org/midtown-concerts
https://publictheater.org/
https://www.carnegiehall.org/
https://www.nipponclub.org
http://gallerymaxny.com/
https://www.55mercerstreetgallery.com/
https://resobox.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
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